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安
曇
野
市
は
本
年
、
市
制
施
行
20
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き

節
目
を
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
深

い
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

誕
生
か
ら
20
年
の
年
月
が
経
ち
、
旧

５
町
村
の
意
思
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
と
共
に
作
り
上

げ
て
き
た
魅
力
と
誇
り
の
大
き
な
流
れ

は
安
曇
野
の
大
地
を
潤
す
水
の
よ
う
に

広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
流
れ

は
全
国
に
も
広
が
り
、
そ
し
て
再
び
安

曇
野
で
の
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
よ
う
、

安
曇
野
市
で
は
「
自
然
、
文
化
、
産
業

が
織
り
な
す

共
生
の
街

安
曇
野
」

を
目
指
し
て
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

北
ア
ル
プ
ス
や
田
園
風
景
と
共
に
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
営
み
が
感
じ
ら

れ
る
―
―
。
安
曇
野
の
魅
力
は
自
然
と

暮
ら
し
が
一
体
と
な
っ
て
作
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
自
然

と
共
に
あ
る
伝
統
・
文
化
を
未
来
へ
つ

な
い
で
い
く
た
め
に
「
ふ
る
さ
と
は
未

来
か
ら
の
預
か
り
も
の
」
と
い
う
思
い

を
持
ち
、
私
た
ち
は
次
の
世
代
に
安
曇

野
で
の
暮
ら
し
を
し
っ
か
り
と
引
き
継

い
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
す
る
ま
で

の
約
15
年
間
、
多
く
の
若
者
が
安
曇
野

か
ら
戦
場
へ
赴
き
、
貴
重
な
生
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。
彼
ら
が
故
郷
を
離
れ
る

時
に
目
に
焼
き
付
け
、
異
郷
で
思
い
浮

か
べ
た
で
あ
ろ
う
美
し
い
山
々
と
清
ら

か
な
水
の
流
れ
を
い
つ
ま
で
も
残
し
て

い
く
の
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
。
子
や

親
や
兄
弟
姉
妹
を
失
う
悲
し
み
を
後
世

の
人
々
に
味
わ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
市
制
施
行
20
年
、
そ
し
て
戦
後
80

年
を
新
た
な
出
発
点
と
し
て
、
未
来
へ
の

一
歩
を
共
に
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。
安
曇

野
が
、
こ
れ
か
ら
も
人
々
の
心
を
潤
し
、

希
望
を
育
む
場
所
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

暮
ら
し
が
息
づ
く

安
曇
野
の

未
来
に
向
か
っ
て

安
曇
野
市
長
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①
北
ア
ル
プ
ス
と
ひ
が
し
や
ま
に
囲
ま
れ
た

安
曇
野
犀
龍
小
太
郎
伝
説
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら

②
で
い
ら
ぼ
っ
ち
ゃ
が
座
っ
た
跡
と

さ
れ
る
金
玉
池

③
白
蛇
伝
説
が
残
る
龍
門

渕
の
夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

④
八
面
大
王
と

坂
上
田
村
麻
呂
の
合
戦
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

合
戦
尾
根
を
登
る
と
出
会
う
北
ア
ル
プ
ス
の

女
王
・
燕
岳

⑤
変
わ
ら
ぬ
清
流
を
た
た
え

る
蓼
川

⑥
せ
せ
ら
ぎ
の
小
径

⑦
岩
原
神

社
の
お
舟
祭
り

⑧
穂
高
見
命
の
姉
・
大
分

の
豊
玉
姫
か
ら
の
贈
り
物
と
さ
れ
る
安
曇
野

神
竹
灯

⑨
で
い
ら
ぼ
っ
ち
ゃ
伝
説
が
残
る

三
郷
小
倉
の
リ
ン
ゴ

⑩
常
念
岳
か
ら
蝶
ケ

岳
へ
の
稜
線
常
念
坊
を
探
し
て

⑪
ウ
オ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
前
川

⑫
か
つ
て

八
面
大
王
の
御
宝
田
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
場

所
で
開
か
れ
て
い
る
安
曇
野
花
火

⑬
熊
倉

橋
と
熊
倉
の
渡
し
跡

1

2

3

4

5

6

7

89

10

1112

13

「
松
本
を
出
て
、
道
を
左
に
折
れ
、
養
老

坂
を
下
り
、
平
瀬
村
の
茶
店
に
憩
ひ
、
熊
倉

の
橋
を
渉
り
、
成
相
新
田
よ
り
穂
高
村
に
至

る
」
と
１
８
４
９
年
に
つ
く
ら
れ
た
「
善
光

寺
道
名
所
図
会
」
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
か

つ
て
犀
川
（
豊
科
高
家
熊
倉
地
区
）
に
は
千

国
街
道
最
長
の
熊
倉
橋
が
架
け
ら
れ
、
交
通

の
要
所
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
信

府
統
記
」（
１
７
２
４
年
）
に
よ
る
と
、
安

曇
野
を
拓
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
伝
説
・
犀

龍
小
太
郎
が
母
の
犀
龍
と
出
会
っ
た
の
が
こ

の
熊
倉
付
近
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
曇
野
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
常
念

岳
。
常
念
岳
は
か
つ
て
乗
鞍
山
（
岳
）
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
昔
、
毎
年
暮
れ
に
な
る

と
常
念
坊
と
い
う
山
姥
が
大
き
な
徳
利
を

持
っ
て
酒
屋
に
酒
を
買
い
に
来
た
か
ら
と
い

う
説
や
、
八
面
大
王
を
退
治
す
る
た
め
坂
上

田
村
麻
呂
が
安
曇
野
に
遠
征
し
た
際
に
、
大

王
の
重
臣
で
あ
る
常
念
坊
が
こ
の
山
へ
逃
げ

込
ん
だ
か
ら
な
ど
の
由
来
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
よ
う
に
安
曇
野
に
は
先
人
か
ら

受
け
継
い
だ
伝
統
や
言
い
伝
え
が
多
く
存
在

し
ま
す
。
そ
し
て
、
今
も
私
た
ち
の
心
の
中
に

存
在
し
、
暮
ら
し
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
安

曇
野
の
風
景
と
生
活
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

水
の
音
、
山
の
記
憶

歴
史
と
共
に
語
り
継
が
れ
て
き
た
暮
ら
し
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平
成
17
年
10
月

11
月

平
成
18
年
２
月

平
成
19
年
４
月

平
成
20
年
７
月

平
成
21
年
９
月

10
月

平
成
22
年
６
月

平
成
23
年
２
月

４
月

平
成
24
年
10
月

12
月

平
成
25
年
４
月

９
月

10
月

11
月

平
成
26
年
４
月

12
月

平
成
27
年
５
月

６
月

10
月

平
成
28
年
４
月

７
月

10
月

11
月

平
成
29
年
１
月

２
月

３
月

４
月

８
月

10
月

平
成
30
年
３
月

６
月

10
月

平
成
31
年
４
月

令
和
元
年
６
月

８
月

10
月

令
和
２
年
１
月

２
月

10
月

安
曇
野
市
発
足

初
代
市
長
に
平
林
伊
三
郎
氏
が
就
任

安
曇
野
市
議
会
が
ス
タ
ー
ト

合
併
記
念
式
典
を
開
催

市
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
開
所

ふ
る
さ
と
寄
附
開
始

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
開
館

第
２
代
市
長
に
宮
澤
宗
弘
氏
が
就
任

第
１
回
安
曇
野
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
を
開
催

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
き
ぼ
う
」
開
館

N
H

K

連
続
テ
レ
ビ
小
説「
お
ひ
さ
ま
」放
映
開
始

豊
科
IC
が
安
曇
野
IC
に
名
称
変
更

安
曇
野
市
平
和
都
市
宣
言
を
制
定

上
松
美
香
さ
ん
が
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
に
就
任

明
科
支
所
・
公
民
館
利
用
開
始

宮
澤
宗
弘
氏
が
市
長
再
選

第
１
回
信
州
安
曇
野
新
そ
ば
と
食
の
感
謝
祭
開
催

㈱
中
村
屋
が
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
に
就
任

防
災
広
場
が
し
ゅ
ん
工

市
役
所
本
庁
舎
で
の
業
務
開
始

第
１
回
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
・
市
歌
初
披
露

市
水
道
事
業
第
１
次
拡
張
が
完
了
・
水
源
が
す

べ
て
地
下
水
に

穂
高
支
所
を
新
築

安
曇
野
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
オ
ー
プ
ン

拾
ケ
堰
が
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録

「
安
曇
平
の
お
船
祭
り
」
が
国
選
択
無
形
民
俗
文

化
財
へ

地
域
見
守
り
活
動
に
関
す
る
連
携
協
定
を
開
始

2020

年
か
ら
続
い
て
い
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
市
内
で
も
イ

ベ
ン
ト
の
中
止
や
延
期
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
新
た
な
生
活
様
式
に
よ
る
取
り

組
み
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

10
月
に
は
第
３
代
市
長
と
し
て
当
選
し

た
太
田
寛
市
長
が
初
登
庁
し
ま
し
た
。

安
曇
野
市
空
き
家
バ
ン
ク
開
設

自
治
基
本
条
例
が
施
行

防
災
ラ
ジ
オ
運
用
開
始

宮
澤
宗
弘
氏
が
市
長
３
選

三
郷
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
り
の
き
」
開
館

有
森
裕
子
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
大
使
に
就
任

市
文
書
館
が
開
館

信
州
花
フ
ェ
ス
タ2019

開
催

信
州
安
曇
野
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
公
開

国
土
交
通
省
の
「
水
資
源
功
績
者
表
彰
」
を
受
賞

市
内
全
域
の
水
道
料
金
を
統
一

豊
科
南
小
学
校
の
環
境
美
化
活
動
が
環
境
大
臣
賞

を
受
賞

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設
置

池
田
町
と
災
害
時
等
相
互
応
援
協
定
を
締
結
（
松

川
村
と
は
７
月
に
締
結
）

市
制
施
行
15
周
年
記
念
式
典
開
催

2
0

0
5

〜2
0

2
0

令
和
３
年
１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月2

0
2

1

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん
延
イ
ベ
ン
ト
等

が
相
次
い
で
延
期
・
中
止
に

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
を
新
設

穂
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
新
ご
み
処
理
施
設
が
稼
働

東
京2020

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が
安

曇
野
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
を

開
始

安
曇
野
市
版
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
発
行

あ
づ
み
野
産
業
団
地
拡
張
事
業
造
成
工
事
が
し
ゅ
ん
工

第
７
回
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
代
替

イ
ベ
ン
ト
「
安
曇
野
ラ
ン
ラ
ン
～FU

N
 LAN

 
RU

N

～
」
を
開
催

定
時
定
路
線
バ
ス
の
バ
ス
停
新
設
と
増
便

あ
づ
み
の
名
水
ク
リ
ア
ボ
ト
ル
を
限
定
販
売

記
録
的
大
雨
に
よ
り
警
戒
レ
ベ
ル
５
「
緊
急
安

全
確
保
」
を
発
令

穂
高
プ
ー
ル
33
年
の
歴
史
に
幕

山
岳
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
実
施
（
燕
岳

テ
ン
ト
場
公
衆
ト
イ
レ
の
改
築
費
用
）

AN
C

ア
リ
ー
ナ
が
完
成

篠
原
信
一
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
大
使
に
就
任

第
３
代
市
長
に
太
田
寛
市
長
が
就
任

延
期
し
て
い
た
成
人
式
を
開
催

安
曇
野
市
誕
生
～

　
　
市
制
施
行
15
周
年

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行

新
た
な
生
活
様
式
を
見
据
え
る

安曇野市誕生カウントダウンイベント本庁舎で業務開始新型コロナウイルスワクチン接種を開始 東京 2020 オリンピック 聖火リレーが安曇野に

国選択無形民俗文化財に選択された安曇平の
お船祭り

８月の大雨により林道が崩落

限定販売したあづみの名水クリアボトル 信州安曇野田んぼアートを公開延期していた成人式を開催

篠原信一さんがスポーツ大使に就任
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2
0

2
2

2
0

2
3

令
和
４
年
１
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

12
月

AN
C

ア
リ
ー
ナ
オ
ー
プ
ン

オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
を
市
天
然
記
念
物
に
指
定

あ
づ
み
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
カ
ー
ド
の
配
布
開
始

AN
C

ア
リ
ー
ナ
・
Ｊ
Ｒ
穂
高
駅
前
に
給
水
ス

ポ
ッ
ト
を
設
置

松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
市
内
新
設
区
間
「
安
曇

野
道
路
」
が
事
業
化

組
織
を
改
編
子
ど
も
に
関
す
る
業
務
を
教
育
部

に
一
元
化
、
移
住
定
住
推
進
課
を
新
設

福
祉
医
療
費
給
付
金
の
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
拡
大

市
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
が
オ
ー
プ
ン

多
様
性
を
尊
重
し
合
う
共
生
社
会
づ
く
り
条
例

を
施
行

あ
づ
み
の
水
結
登
録
制
度
ス
タ
ー
ト

日
展
安
曇
野
展
が
開
催

穂
高
神
社
式
年
遷
宮
祭
・
あ
づ
み
野
て
ら
す
を
開
催

篠
原
信
一
さ
ん
が
移
住
大
使
に
就
任

豊
科
南
部
総
合
公
園
の
噴
水
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
を
支
給

ウ
ク
ラ
イ
ナ
在
日
大
使
が
市
を
訪
問

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
を
初
開
催

Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
で「
あ
ず
さ
マ
ル
シ
ェ
」を
初
開
催

平
和
都
市
宣
言
制
定
10
周
年
イ
ベ
ン
ト
被
爆
ピ

ア
ノ
平
和
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
費
用
の
助
成
開
始

デ
マ
ン
ド
交
通
あ
づ
み
ん
ア
プ
リ
予
約
が
可
能
に

各
種
証
明
書
交
付
手
数
料
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
を
開
始

令
和
５
年
１
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

10
月

11
月

「
広
報
あ
づ
み
の
」の
デ
ザ
イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

安
曇
野
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言

多
様
性
を
尊
重
し
合
う
共
生
社
会
づ
く
り
計
画

が
ス
タ
ー
ト

松
糸
道
路
の
接
続
道
路
と
し
て
明
科
地
域
の
市

道
を
事
業
化

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行

安
曇
野
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
初
開
催

内
水
氾
濫
に
備
え
排
水
ポ
ン
プ
車
を
配
備

ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
と
の
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
記

念
式
典
を
開
催

外
国
籍
市
民
相
談
窓
口
を
開
設

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
ス
タ
ー
ト

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
安
曇
野
の
特
産
品
を
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス

燕
岳
テ
ン
ト
場
ト
イ
レ
使
用
開
始

市
内
２
カ
所
目
と
な
る
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
が
完
成

ニ
ホ
ン
ザ
ル
追
い
払
い
隊
が
始
動

８
年
ぶ
り
に
信
州
安
曇
野
薪
能
が
明
科
で
開
催

安
曇
野
フ
ル
コ
ー
ス
和
食
・
フ
レ
ン
チ
・
中
華
・

イ
タ
リ
ア
ン

４
編
が
完
成

安
曇
野
ぐ
ら
し
の
魅
力
を
発
信 KITTE

（
東
京

駅
前
）で
イ
ベ
ン
ト
初
開
催

明
科
駅
前
広
場
が
完
成

安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
の
図
柄
が
決
定

年
齢
や
性
別
、
国
籍
、
障
が
い
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
全
て
の
人
が
認
め
合
う
安
曇
野
市

を
目
指
し
、
４
月
に
多
様
性
を
尊
重
し
合
う

共
生
社
会
づ
く
り
計
画
を
策
定
。
外
国
籍
市

民
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
な
ど
、
共
生
の
街

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
１

月
にAN

C

ア
リ
ー
ナ
が
、
４
月
に
市

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
が
オ
ー
プ

ン
。ま
た
、東
京
藝
術
大
学
出
身
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
安
曇
野
に
滞
在
し
、
作
品

制
作
を
行
う
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
」
を
初
開
催
。
市
民
の
皆

さ
ん
が
文
化
・
芸
術
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。

多
様
性
を
尊
重
し
合
う

共
生
社
会
づ
く
り
計
画
を
策
定

A
N

C

ア
リ
ー
ナ

（
新
総
合
体
育
館
）が
オ
ー
プ
ン

ANC アリーナがオープン安曇野スポーツフェスティバルを初開催

市マウンテンバイクコースがオープン８年ぶりに明科で屋外開催した信州安曇野薪能

被爆ピアノ平和祈念コンサート安曇野フルコースが完成

穂高神社式年遷宮祭・あづみ野てらすを開催内水氾濫へ備え排水ポンプ車を配備

あずさマルシェを JR新宿駅で初開催クラムザッハとの姉妹都市交流30周年を祝う

ミュージアムカード燕岳テント場トイレが完成・使用開始
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2
0

2
4

令
和
７
年
１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

令
和
６
年
１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

７
月

８
月

９
月

10
月

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
を
改
定

窓
口
よ
り
１
０
０
円
安
く
取
得
で
き
る
よ
う
に

新
た
な
産
業
団
地
開
発
に
向
け
エ
ン
ト
リ
ー
企

業
の
募
集
を
開
始

さ
と
ぷ
ろ
。
機
構
が
設
立

本
陣
等
々
力
家
の
再
生
・
活
用
に
向
け
民
間
提

案
協
定
を
締
結

８
人
の
高
校
生
を
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
へ
派
遣

小
説
『
安
曇
野
』
が
復
刊

お
披
露
目
会
を
開
催

市
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
が
第
39
回
全
日

本
自
転
車
競
技
選
手
権
大
会
の
開
催
地
に
決
定

福
祉
医
療
給
付
金
18
歳
ま
で
の
窓
口
負
担
を
無
料
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
廃
棄
物
の
資
源
回
収
開
始

第
１
次
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定

こ
ど
も
計
画
を
策
定

安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
交
付
開
始

穂
高
鐘
の
鳴
る
丘
集
会
所
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

IRF W
O

RLD
 RAFTIN

G
 C

H
AM

PIO
N

SH
IP 

2025

日
本
代
表
選
考
レ
ー
ス
が
前
川
で
開
催

高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
用
補
助
を
開
始

三
股
登
山
口
へ
の
バ
ス
の
実
証
運
行
を
開
始

戦
後
80
年
平
和
事
業
を
開
催

国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
市
実
行
委
員
会
設
立
総
会

第
１
回
通
常
総
会
を
開
催

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
初
開
催

安
曇
野
市
美
術
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
を
市
民
活
動
フ
ェ

ス
タ
と
同
時
開
催

V
C
長
野
ト
ラ
イ
デ
ン
ツ
と
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
を
締
結

県
内
自
治
体
初
の
観
光
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
が
完
成

北
穂
高
地
区
の
産
業
用
地
整
備
に
向
け
官
民
連
携

協
定
を
締
結

東
部
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
整
備
基
本
構
想
を
策
定

全
公
立
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
の
園
庭
芝
生

化
に
着
手

長
峰
山
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
ラ
ン
チ
ャ
ー
台
・

AN
C

ア
リ
ー
ナ
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
ひ
ろ
ば
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

SD
G

s

未
来
都
市
＆
自
治
体SD

G
s

モ
デ
ル
事

業
に
県
内
初
の
Ｗ
選
定

小
説
『
安
曇
野
』
復
刊
に
向
け
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
開
始

安
曇
野
生
ま
れ
の
夏
秋
イ
チ
ゴ
「
あ
ま
あ
づ
み
」

が
誕
生

安
曇
野
流
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
事
業
ス
タ
ー
ト

あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
浴
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

安
曇
野
犀
川
×
前
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
が

国
に
登
録

北
ア
ル
プ
ス
登
山
道
混
雑
緩
和
の
た
め
駐
車
場

の
可
視
化
シ
ス
テ
ム
を
導
入

江
戸
川
区
と
友
好
都
市
盟
約
50
周
年
を
記
念
し

穂
高
荘
・
燕
岳
登
山
ツ
ア
ー
を
開
催

安
曇
野O

utdoor M
eeting

を
初
開
催

中
学
生
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
初
開
催

国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
の
市
実
行
委
員
会
設
立

発
起
人
会
が
始
動

2
0

2
5

国
連
が
掲
げ
たSD

G
s 

達
成
に
向

け
て
地
域
の
特
色
や
強
み
を
生
か
し
積

極
的
に
取
り
組
む
自
治
体
と
し
て
５
月

に
内
閣
府
か
ら
「SD

G
s

未
来
都
市
」

と
し
て
選
定
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

さ
と
ぷ
ろ
。
を
中
心
と
し
て
取
り
組
む

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
「SD

G
s 

モ
デ
ル
事

業
」と
し
て
同
時
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
に
は
安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
の
交
付

が
始
ま
り
、「
安
曇
野
」
を
付
け
た
車

が
全
国
を
走
り
始
め
ま
し
た
。

市
制
施
行
20
周
年
を
記
念
し
て
、
市

民
提
案
事
業
や
記
念
式
典
を
実
施
。
ま

た
、
戦
後
80
年
平
和
事
業
を
開
催
し
平

和
を
考
え
、
未
来
へ
平
和
を
つ
な
ぐ
イ

ベ
ン
ト
や
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
交
付
開
始

市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
を
実
施

SD
G

s

未
来
都
市
・

モ
デ
ル
事
業
に
ダ
ブ
ル
選
定

全園の園庭芝生化に着手小説『安曇野』が復刊 クラムザッハへ高校生８人を派遣

穂高鐘の鳴る丘集会所の大規模改修工事がしゅん工安曇野ナンバー交付開始

戦後 80 年平和事業を開催

江戸川区との友好都市盟約 50 周年記念
穂高荘・燕岳登山ツアーを開催

中学生キャリアフェスティバルを開催

VC長野トライデンツとホームタウンパートナー
協定を締結

SDGs 未来都市・モデル事業に W 選定

安曇野生まれの夏秋イチゴ「あまあづみ」安曇野市美術館がリニューアル
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８
人
の
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
地
域
で
精
力

的
に
活
動
す
る
大
森
さ
ん
。
子
育
て
で
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
や
日
々
の
暮
ら
し
で
感
じ

て
い
る
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

好
き
な
こ
と
を
全
力
で
楽
し
む

子
ど
も
の
頃
か
ら
好
き
な
こ
と
を
や
ら
せ

て
も
ら
え
る
環
境
で
育
ち
、
医
師
、
ジ
ャ
ズ

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
私

を
含
め
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
や
り
た
い
こ
と
を
仕

事
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
か
ら
「
子
ど

も
は
自
分
の
倍
の
６
人
欲
し
い
」
と
結
婚
式

で
宣
言
。
本
年
、
結
婚
20
周
年
を
迎
え
ま
す

が
、
目
標
を
超
え
る
８
人
の
子
ど
も
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

「
過
度
な
期
待
を
せ
ず
に
本
人
が
や
る
気

を
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
つ
」。
こ
れ
が
私

の
子
育
て
論
で
す
。
わ
が
家
で
は
ま
ず
、
全

力
で
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
を
楽
し
み
ま

す
。
趣
味
が
多
い
と
将
来
、
人
間
関
係
を
築

き
や
す
く
な
り
ま
す
し
ね
。

安
曇
野
は
子
ど
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る

環
境
が
充
実
し
て
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
み
ん
な
で
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ

せ
て
私
が
サ
ッ
ク
ス
を
や
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
は
楽
器
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い

つ
か
家
族
で
バ
ン
ド
を
組
む
こ
と
を
夢
見
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
も
親
か
ら
の
強
制
で
は
な

く
、
本
人
た
ち
が
自
然
と
興
味
を
持
つ
ま
で

導
き
な
が
ら
待
つ
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
長
男
の
資
介
も
高
校
３
年
の
夏
ま
で
ス

ポ
ー
ツ
や
趣
味
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。
あ

る
日
、
医
師
に
な
り
た
い
と
言
い
出
し
勉
強

を
始
め
受
験
。
現
在
は
安
曇
野
を
離
れ
北
海

道
の
大
学
に
通
っ
て
い
ま
す
。

安
曇
野
の
暮
ら
し
に
溶
け
込
む

子
育
て
を
し
な
が
ら
勤
務
医
と
し
て
働
く

こ
と
は
一
見
大
変
そ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
当
直
明
け
の
日
中
も
活

動
で
き
ま
す
し
、
職
場
や
地
域
の
皆
さ
ん
が

協
力
し
て
く
れ
る
の
で
毎
日
充
実
し
て
い
ま

す
。
妻
も
「
子
育
て
が
た
く
さ
ん
で
き
て
幸

せ
だ
し
、
上
の
子
と
下
の
子
と
の
関
わ
り
を

楽
し
め
る
」
と
笑
い
ま
す
。

地
域
と
関
わ
る
機
会
は
子
ど
も
の
数
だ
け
増

え
ま
す
。
４
年
前
、
公
募
制
と
な
っ
た
中
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
不
安

で
し
た
が
、
活
動
を
し
て
い
る
う
ち
に
地
域
と

の
関
わ
り
が
面
白
く
な
り
、
ど
ん
ど
ん
夢
中
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
今
は
、
こ
の
よ
う
な
機

会
を
増
や
し
、
安
曇
野
に
昔
か
ら
住
ん
で
い
た

よ
う
に
暮
ら
す
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
迎
え
入
れ
て
く
れ
る
環
境
が
あ
る

こ
の
安
曇
野
で
、
今
後
も
家
族
と
地
域
に
寄
り

添
い
生
活
し
て
い
き
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ル

愛
知
県
出
身
。
２
０
１
８
年
県
立
こ
ど
も
病
院

赴
任
を
機
に
移
住
。
妻
と
8
人
の
子
ど
も
た
ち

と
暮
ら
す
。
庭
で
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
育
し
、
家
庭

菜
園
な
ど
も
行
い
な
が
ら
自
然
と
触
れ
合
う
子

育
て
を
し
て
い
る
。

■家族構成
父・大森教雄さん（43）
母・亜希子さん　（45）
長男・資介さん　（19）
次男・柊芽さん　（16）
長女・あかりさん（13）
三男・陽目さん　（11）
四男・創竣さん  　（9）
五男・康永さん  　（6）
次女・やよいちゃん（3）
六男・新文くん　  （1）

大
森
教
雄
さ
ん
（
43・豊
科
）

子
ど
も
の
数
だ
け
増
え
る

地
域
と
の
関
わ
り

私たちの
安 曇 野 物 語

1 そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
は

未
来
を
紡
ぐ

私
た
ち
の
安
曇
野
物
語

安
曇
野
市
が
誕
生
し
て
20
年
︒

私
た
ち
は
︑
北
ア
ル
プ
ス
の
麓
に
広
が

る
自
然
と
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た

文
化
・
歴
史
を
受
け
継
ぎ
︑
そ
の
環
境
と

共
に
人
と
地
域
の
つ
な
が
り
の
温
か
さ
に

包
ま
れ
て
︑
日
々
の
暮
ら
し
を
営
ん
で
い

ま
す
︒

﹁
自
然
︑
文
化
︑
産
業
が
織
り
な
す

　
　
共
生
の
街

安
曇
野
﹂
へ̶

̶

︒

未
来
に
向
か
う
た
め
の
歩
み
は
︑
決
し

て
特
別
な
も
の
で
は
な
く
︑
今
を
精
い
っ

ぱ
い
生
き
る
一
人
一
人
の
思
い
の
積
み
重

ね
の
先
に
あ
り
ま
す
︒

こ
の
章
で
は
︑
市
民
の
皆
さ
ん
が
暮
ら

し
と
共
に
感
じ
て
い
る
幸
せ
や
︑
行
っ
て

い
る
活
動
︑
そ
の
中
で
大
切
に
し
て
い
る

思
い
を
届
け
ま
す
︒

節
目
の
年
に
﹁
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
安

曇
野
﹂
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
る
︒
そ
し

て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
一
つ
と
な
り
︑

今
残
し
た
い
安
曇
野
物
語
が
未
来
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
︒
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自
分
を
見
つ
め
直
し
、
子
ど
も
た
ち
を
信
じ

て
見
守
り
続
け
る
内
川
さ
ん
に
、
教
師
と
し

て
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

楽
し
さ
か
ら
始
ま
る

体
づ
く
り

昨
年
度
ま
で
、
市
の
体
力
向
上
推
進
委
員

と
し
て
、
脳
や
心
、
体
に
刺
激
を
与
え
て
力

を
引
き
出
す
「
コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
普
及
活
動
を
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、「
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」

よ
り
も
、「
体
を
動
か
す
っ
て
楽
し
い
」
と
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
を
大
切
に
し
た
運
動
で
す
。

委
員
を
退
い
た
今
で
も
、
体
を
動
か
す
こ
と

を
遠
ざ
け
ず
、「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
思
え
る

気
持
ち
の
芽
を
育
て
ら
れ
た
ら
と
思
い
、
子

ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
将
来
、
安

曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
た
り
、AN

C

ア

リ
ー
ナ
で
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
す
る
よ
う
な
子

が
出
て
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

原
点
を
見
つ
め
直
し
た
1
年

教
師
に
な
っ
て
13
年
が
た
ち
ま
し
た
が
、

10
年
目
を
終
え
た
頃
、「
子
ど
も
た
ち
が
内

に
秘
め
た
大
切
な
思
い
を
、
集
団
生
活
の
た

め
に
犠
牲
に
し
て
い
な
い
か
」
と
疑
問
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
現
場
を
離

れ
、
信
濃
教
育
会
研
究
所
で
１
年
間
、
自
分

自
身
と
深
く
向
き
合
う
時
間
を
持
ち
ま
し

た
。そ
の
中
で
気
づ
い
た
の
は
、「
待
つ
こ
と
」

の
大
切
さ
。

以
前
は
、
教
師
は
子
ど
も
た
ち
を
引
っ

ぱ
っ
て
い
く
存
在
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
で
は
子
ど
も
を
信
じ
て
見
守

る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
必
要
な
時
は
指
導
し
ま
す
が
、
す

ぐ
に
介
入
せ
ず
、
言
動
の
裏
に
あ
る
思

い
や
願
い
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
問
い
か
け
方
も
以
前
と
は
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

何
が
起
き
る
か
予
測
が
難
し
い
こ
れ
か
ら

の
時
代
で
は
、
変
化
に
対
応
す
る
力
が
大

切
で
す
。
そ
の
方
法
は
教
科
書
に
は
書
か

れ
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
正
解
を

出
す
こ
と
よ
り
も
、
失
敗
や
「
わ
か
ら
な

い
」
と
感
じ
る
経
験
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
安
曇
野
に
は
自
然

が
多
く
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
深
い
の

で
、
学
校
の
外
で
も
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で

き
ま
す
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
失
敗
や
や
り

直
し
を
繰
り
返
し
な
が
ら
学
び
続
け
る
こ

と
で
、
生
き
る
力
を
育
て
て
ほ
し
い
で
す
。

私
自
身
も
、
こ
の
正
解
の
な
い
教
育
の
世

界
で
、
教
師
と
し
て
学
び
を
楽
し
み
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
楽
し

さ
が
子
ど
も
た
ち
に
も
伝
わ
っ
て
い
く
よ
う

に
、こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
過
ご
し
て
い
き
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ル

豊
科
北
小
学
校
勤
務
。

昨
年
度
、
市
体
力
向
上
推
進
委
員
会
の
委
員

長
を
務
め
る
。

三
郷
の
早
起
き
野
球
で
も
活
躍
中
。

私たちの
安 曇 野 物 語

2
内
川
舜
也
さ
ん
（
35
・
三
郷
明
盛
）

子
ど
も
た
ち
を
信
じ
て

﹁
待
つ
﹂
こ
と
の
大
切
さ

梛
ち
ゃ
ん
の
成
長
を
家
族
で
見
守
る
山
﨑
さ

ん
。
毎
日
の
暮
ら
し
や
子
育
て
で
感
じ
て
い

る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

娘
と
歩
む

家
族
の
日
々

田
ん
ぼ
か
ら
響
い
て
く
る
カ
エ
ル
の
大
合

唱
を
聞
き
な
が
ら
家
で
過
ご
す
家
族
の
何
気

な
い
時
間
。
私
が
こ
こ
で
暮
ら
し
て
よ
か
っ

た
と
思
う
瞬
間
で
す
。

家
族
３
人
で
安
曇
野
に
暮
ら
し
て
５
年
が

経
ち
ま
す
。
娘
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
、
て
ん
か

ん
を
発
症
し
重
い
発
作
が
続
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
詳
し
い
検
査
で
脳
に
腫
瘍
が

あ
る
と
判
明
。
腫
瘍
を
取
る
手
術
を
し
て
発

作
は
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
発
達
は
緩
や
か

な
状
態
が
続
き
、
知
的
障
が
い
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
診
断
を
受
け
た
こ
と
で

娘
の
状
況
を
周
囲
に
説
明
し
や
す
く
な
り
、

家
族
の
気
持
ち
も
落
ち
着
い
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
今
は
専
門
の
施
設
に
通
い
、
日
常
生

活
に
必
要
な
動
き
や
運
動
機
能
の
発
達
を
促

す
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
い
ま
す
。

昨
年
は
娘
が
こ
ど
も
園
に
入
園
し
、
環
境

に
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
入
園
式
で
は
静
か

に
座
っ
て
い
ら
れ
る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、

き
ち
ん
と
座
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
娘
の
成

長
を
感
じ
ま
し
た
。
自
然
と
の
触
れ
合
い
や

同
年
代
の
友
達
と
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
こ

と
で
、
刺
激
を
受
け
て
た
く
ま
し
く
育
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
で
感
じ
る
安
曇
野
の
恵
み

安
曇
野
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、
自
然
の
恵

み
を
感
じ
る
場
面
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
雄
大

な
北
ア
ル
プ
ス
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
月
や

星
が
広
が
る
夜
空
も
同
じ
く
ら
い
き
れ
い
で

す
て
き
な
ん
で
す
。
夜
遅
く
ふ
と
空
を
見
上

げ
る
と
、そ
の
美
し
さ
に
心
が
安
ら
ぎ
ま
す
。

娘
も
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
育
つ
中

で
、
好
き
嫌
い
な
く
野
菜
も
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
庭
で
育
て
た
キ
ュ
ウ
リ

を
置
い
て
お
い
た
ら
、
知
ら
な
い
う
ち
に
丸

ご
と
１
本
食
べ
切
っ
て
い
た
こ
と
も
。
安
曇

野
の
恵
み
を
全
身
で
感
じ
な
が
ら
成
長
し
て

い
ま
す
。

今
は
娘
が
周
り
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
自

分
の
人
生
を
歩
め
る
よ
う
に
支
え
て
い
く
こ

と
が
家
族
の
目
標
で
す
。
広
が
る
田
ん
ぼ
や

輝
く
夜
空
の
あ
る
風
景
は
、
い
つ
ま
で
も
変

わ
ら
ず
に
私
た
ち
を
見
守
り
続
け
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
少
し
落
ち
着
い

た
ら
夫
婦
で
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
に

行
き
た
い
と
い
う
ひ
そ
か
な
夢
を
か
な
え
た

い
で
す
ね
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ル

夫
・
広
樹
さ
ん
と
の
結
婚
を
機
に
安
曇
野
へ

移
住
。
令
和
2
年
に
梛
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
、

市
内
で
看
護
師
と
し
て
働
き
な
が
ら
子
育
て

と
仕
事
に
全
力
で
取
り
組
む
。

山
﨑
美
苗
さ
ん
（
46
・
豊
科
田
沢
）
梛
ち
ゃ
ん
（
5
）

自
然
の
恵
み
を
感
じ
な
が
ら
重
ね
る

家
族
の
歩
み

私たちの
安 曇 野 物 語

3
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地
元
産
の
材
料
を
使
っ
た
伝
統
食
や
弁
当
、

み
そ
な
ど
を
製
造
・
販
売
す
る
あ
か
し
な
農

産
物
加
工
交
流
ひ
ろ
ば
「
え
べ
や
」
を
支
え

見
守
る
２
人
に
長
年
暮
ら
す
地
域
へ
の
思
い

を
聞
き
ま
し
た
。

守
り
た
い

安
曇
野
な
ら
で
は
の
味

出
会
っ
て
50
年
以
上
の
付
き
合
い
と
な
る

２
人
。
安
曇
野
な
ら
で
は
の
食
文
化
を
家
庭

や
地
域
で
受
け
継
ぎ
、「
え
べ
や
」
か
ら
次

の
世
代
へ
技
術
や
思
い
を
伝
え
て
い
ま
す
。

「
こ
の
地
で
取
れ
た
も
の
を
新
鮮
な
う
ち
に

加
工
す
る
こ
と
で
出
せ
る
味
が
あ
る
」
と
宮

川
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
特
に
思
い
入
れ
が
あ

る
の
は
毎
年
11
月
か
ら
始
ま
る
み
そ
作
り
。

味
の
決
め
手
と
な
る
良
質
な
米
こ
う
じ
を
作

る
た
め
、
望
月
さ
ん
は
自
分
の
手
の
感
覚
で

米
の
炊
き
加
減
を
見
極
め
ま
す
。
そ
の
米
こ

う
じ
と
柔
ら
か
く
煮
て
つ
ぶ
し
た
大
豆
、
塩

を
混
ぜ
て
10
カ
月
熟
成
さ
せ
た
ら
、
お
い
し

い
と
評
判
の
み
そ
が
完
成
。「
み
そ
に
欠
か

せ
な
い
大
豆
と
米
は
安
曇
野
産
」
と
望
月
さ

ん
は
こ
だ
わ
り
を
語
り
ま
す
。

今
で
こ
そ
買
う
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ

た
み
そ
。
以
前
は
各
家
庭
や
近
所
が
集
ま
っ

て
作
っ
て
い
ま
し
た
。「
当
時
は
五
右
衛
門

風
呂
の
よ
う
な
大
き
い
鍋
で
大
豆
を
煮
て

ね
。
レ
シ
ピ
も
な
い
か
ら
、
地
域
の
人
か
ら

教
わ
っ
た
こ
と
を
書
き
出
し
て
作
り
方
を
覚

え
た
」
と
望
月
さ
ん
。
宮
川
さ
ん
は
「
近
所

の
人
た
ち
と
み
そ
を
作
る
こ
と
で
、
自
然
と

技
術
が
伝
わ
っ
て
い
っ
た
。
時
代
が
変
わ
っ

て
も
貴
重
な
技
術
は
受
け
継
が
れ
て
ほ
し

い
」
と
希
望
を
話
し
ま
す
。

互
い
の
顔
が
見
え
る
心
地
よ
さ

「
え
べ
や
」
で
週
に
一
度
行
わ
れ
る
コ
ン

ニ
ャ
ク
と
豆
腐
作
り
の
日
に
は
２
人
の
姿

が
あ
り
ま
す
。「
み
ん
な
に
会
え
る
の
が
楽

し
み
」
と
手
際
良
く
丁
寧
に
作
業
す
る
望

月
さ
ん
。
様
子
を
見
に
訪
れ
た
宮
川
さ
ん

は
「
作
り
終
え
た
み
ん
な
と
お
茶
を
飲
む

時
間
が
何
よ
り
幸
せ
。
い
き
い
き
暮
ら
す

た
め
の
張
り
合
い
に
な
っ
て
い
る
」
と
笑

い
ま
す
。

長
年
暮
ら
す
地
域
に
も
人
と
人
と
の
温

か
さ
が
溶
け
込
ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
畑
で
収
穫
し
た
野
菜
や
手
作
り
の
お

か
ず
を
近
所
に
お
裾
分
け
し
て
声
を
掛
け

合
っ
た
り
、
顔
を
合
わ
せ
る
と
時
間
を
忘

れ
て
話
し
た
り
。
互
い
の
顔
を
見
て
言
葉

を
交
わ
す
心
地
よ
い
関
係
は
こ
れ
か
ら
も

続
い
て
ほ
し
い
大
切
な
つ
な
が
り
で
す
。

時
代
の
移
り
変
わ
り
を
見
つ
め
て
き
た

２
人
は
「
時
の
流
れ
で
変
わ
っ
て
い
く
も

の
も
あ
る
け
れ
ど
、
地
域
の
温
か
さ
は
変

わ
ら
な
い
。
身
近
に
あ
る
何
気
な
い
も
の

が
見
直
さ
れ
て
価
値
が
出
て
く
る
こ
と
も

あ
る
か
ら
不
思
議
ね
」
と
、
安
曇
野
に
こ

れ
か
ら
ど
ん
な
価
値
や
魅
力
が
生
ま
れ
て

く
る
の
か
期
待
を
話
し
な
が
ら
顔
を
見
合

わ
せ
笑
い
ま
す
。

望
月
亮
子
さ
ん
（
86
・
明
科
七
貴
）

宮
川
智
江
古
さ
ん
（
85
・
明
科
東
川
手
）

地
域
に
根
付
く

優
し
い
味
と
思
い
や
り

私たちの
安 曇 野 物 語

4

■
プ
ロ
フ
ィ
ル

望
月
亮
子
さ
ん

昨
年
ま
で
「
え
べ
や
」
み

そ
加
工
部
門
の
部
長
を
務
め
た
み
そ
作
り
名

人
。
現
在
は
指
導
役
と
し
て
、
伝
統
の
味
を

伝
え
続
け
て
い
る
。

宮
川
智
江
古
さ
ん

副
組
合
長
を
務
め
て
き

た
「
え
べ
や
」
を
昨
年
引
退
。
引
退
後
も
「
え

べ
や
」
を
定
期
的
に
訪
れ
、
活
動
を
応
援
し

見
守
っ
て
い
る
。

エ
レ
キ
ギ
タ
ー
と
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
手
作
業
で

一
つ
一
つ
作
り
続
け
て
い
る
矢
彦
沢
さ
ん
と

浅
川
さ
ん
。
作
品
へ
の
思
い
と
そ
れ
に
つ
な

が
る
暮
ら
し
を
聞
き
ま
し
た
。

穏
や
か
と
便
利
が
す
ぐ
近
く
に

普
段
の
生
活
で
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
の
夕

食
や
子
ど
も
と
お
風
呂
に
入
る
と
い
っ
た
何

気
な
い
ひ
と
と
き
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
る
矢

彦
沢
さ
ん
。
幹
線
道
路
か
ら
１
本
脇
に
入
る

だ
け
で
田
ん
ぼ
や
畑
が
広
が
り
景
色
も
良

く
、
車
通
り
も
少
な
く
安
全
な
の
で
、
休
日

に
は
よ
く
散
歩
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浅

川
さ
ん
も
「
都
会
と
違
っ
て
圧
迫
感
が
少
な

く
、
時
間
の
流
れ
が
穏
や
か
に
感
じ
る
」
と

暮
ら
し
の
魅
力
を
話
し
ま
す
。

安
曇
野
は
市
街
地
と
居
住
地
が
ま
と
ま
っ

て
い
て
、
国
営
公
園
を
は
じ
め
子
ど
も
と
遊

ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ス
ー

パ
ー
や
家
電
量
販
店
、
衣
料
品
店
な
ど
何
で
も

近
く
に
あ
り
ま
す
。
市
外
に
出
な
く
て
も
用
が

足
り
る
の
で
「
こ
こ
数
年
市
内
か
ら
出
て
い
な

い
」
と
矢
彦
沢
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。

大
切
に
し
て
い
る
職
人
魂

２
人
が
安
曇
野
工
場
で
制
作
し
て
い
る

の
は
主
に
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
と
オ
ル
ゴ
ー
ル
。

「
安
曇
野
は
比
較
的
湿
度
が
低
く
、
特
に
夏

は
カ
ラ
ッ
と
し
て
い
る
の
で
楽
器
作
り
に

適
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と

浅
川
さ
ん
。

２
人
は
こ
れ
ま
で
に
何
百
本
も
の
エ
レ

キ
ギ
タ
ー
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
携
わ
っ

て
い
る
の
は
工
程
の
一
部
で
す
が
、
大
切

に
し
て
い
る
信
念
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

そ
の
時
の
１
０
０
%
の
仕
事
を
す
る
こ
と
。

手
掛
け
る
製
品
は
多
く
て
も
お
客
さ
ん
が

手
に
す
る
の
は
そ
の
中
の
一
つ
。
絶
対
に

手
は
抜
か
な
い
と
力
を
込
め
て
語
る
姿
か

ら
は
職
人
と
し
て
の
誇
り
を
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
に
比
べ
生
産
量
が

圧
倒
的
に
少
な
い
オ
ル
ゴ
ー
ル
制
作
を
続
け
る

の
に
も
理
由
が
あ
り
ま
す
。
オ
ル
ゴ
ー
ル
は
部

品
も
含
め
全
て
を
一
か
ら
手
作
り
し
ま
す
。
種

類
の
異
な
る
材
を
接
着
し
て
木
箱
を
作
っ
た

り
、
寸
法
が
狂
わ
な
い
よ
う
に
調
整
し
た
り

と
、
一
つ
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
に
は
多
く
の
職
人
の

技
術
の
結
晶
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
技

術
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、
フ
ジ
ゲ
ン
㈱
は
オ

ル
ゴ
ー
ル
作
り
を
続
け
て
い
ま
す
。
オ
ル
ゴ
ー

ル
作
り
に
携
わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
２
人
も
「
お

客
さ
ん
が
感
動
し
て
く
れ
た
時
の
生
の
声
が
励

み
に
な
っ
て
い
る
」
と
、
手
作
り
な
ら
で
は
の

や
り
が
い
を
語
り
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ル

浅
川
貴
弘
さ
ん

松
本
山
雅FC

の
フ
ァ
ン
で

息
子
と
一
緒
に
よ
く
応
援
に
出
掛
け
て
い
る
。

矢
彦
沢
学
さ
ん

妻
と
４
歳
の
娘
の
３
人
暮

ら
し
。
以
前
は
バ
イ
ク
を
趣
味
と
し
て
い
た

が
乗
る
機
会
が
減
り
、
最
近
は
家
庭
菜
園
に

ハ
マ
っ
て
い
る
。

浅
川
貴
弘
さ
ん
（
53
・
三
郷
温
）

矢
彦
沢
学
さ
ん
（
48
・
穂
高
）

浅川さん矢彦沢さん

日
々
感
じ
る
何
気
な
い
幸
せ
と
職
人
魂

私たちの
安 曇 野 物 語
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宮川さん（左）・望月さん（右）



19 18AZUMINO 20th ANNIVERSARY19 18

生
ま
れ
育
っ
た
安
曇
野
で
仕
事
と
趣
味
を
全

力
で
楽
し
ん
で
い
る
小
松
さ
ん
に
安
曇
野
と

農
業
の
魅
力
と
今
後
の
夢
を
聞
き
ま
し
た
。

感
覚
に
深
く
響
く
自
然
と
共
に

安
曇
野
は
す
ぐ
近
く
に
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

の
自
然
を
楽
し
め
る
場
所
が
あ
り
、
日
々
の

暮
ら
し
の
中
で
、
ふ
と
し
た
瞬
間
に
心
を
落

ち
着
か
せ
て
く
れ
る
風
景
に
出
会
え
る
大
好

き
な
場
所
で
す
。
マ
ラ
ソ
ン
が
趣
味
で
各
地

の
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
が
、
常
念
岳
を

は
じ
め
と
す
る
北
ア
ル
プ
ス
の
山
並
み
や
、

田
ん
ぼ
の
香
り
、
小
麦
が
風
に
そ
よ
ぐ
音
な

ど
、
安
曇
野
に
は
五
感
だ
け
で
な
く
、
感
覚

の
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ
に
訴
え
か
け
て
く
る

他
に
は
な
い
魅
力
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

農
業
を
始
め
た
の
は
、
学
生
時
代
の
知
人

か
ら
「
一
緒
に
働
か
な
い
か
」
と
声
を
か
け

ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
実
際
に

や
っ
て
み
る
と
、
作
物
は
き
ち
ん
と
手
を
か

け
れ
ば
応
え
て
く
れ
ま
す
し
、
管
理
の
仕
方

に
も
自
由
度
が
あ
っ
て
、自
分
の
よ
う
に「
人

と
違
う
道
を
歩
み
た
い
」
と
思
う
性
格
に
は

ぴ
っ
た
り
で
し
た
。
普
段
は
朝
５
時
に
起
き

て
、
自
分
の
畑
を
１
時
間
ほ
ど
見
て
か
ら
会

社
へ
出
勤
し
ま
す
。
会
社
で
は
米
・
麦
・
大

豆
を
生
産
し
て
お
り
、
大
型
機
械
を
使
っ
た

大
規
模
で
先
進
的
な
農
業
に
携
わ
れ
る
こ
と

が
魅
力
で
す
。
一
方
で
、
完
全
無
農
薬
で
の

栽
培
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
法
に
も
挑
戦
で

き
、
幅
広
い
経
験
が
積
め
る
の
も
や
り
が
い

の
ひ
と
つ
で
す
。

安
曇
野
流
の
農
業
を
世
界
へ

個
人
で
は
西
洋
野
菜
を
少
量
多
品
目
で
栽

培
し
、
県
内
外
の
料
理
人
と
直
接
契
約
す
る

こ
と
で
、
こ
だ
わ
り
を
共
有
し
な
が
ら
野
菜

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

将
来
は
海
外
に
住
み
、
日
本
の
や
り
方
で

野
菜
や
米
を
育
て
な
が
ら
、
現
地
の
人
に
日

本
や
安
曇
野
の
食
文
化
や
野
菜
の
お
い
し
い

食
べ
方
を
伝
え
る
の
が
夢
で
す
。
言
葉
の
通

じ
な
い
環
境
で
も
、
自
分
の
力
を
試
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
夢
に
向
け
て
安
曇

野
で
技
術
を
磨
き
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ル

妻
と
中
学
１
年
、
小
学
5
年
生
の
娘
の
4
人

暮
ら
し
。
株
式
会
社
宮
澤
フ
ァ
ー
ム
で
働
き

な
が
ら
、
自
身
も
農
家
と
し
て
水
稲
、
西
洋

野
菜
な
ど
の
栽
培
・
出
荷
を
行
う
。
趣
味
は

マ
ラ
ソ
ン
や
キ
ャ
ン
プ
で
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
に
は
毎
年
参
加
し
て
い
る
。

小
松
康
則
さ
ん
（
42
・
堀
金
三
田
）

日
々
挑
戦

安
曇
野
か
ら
届
け
る
、
こ
だ
わ
り
の
野
菜

私たちの
安 曇 野 物 語
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大
好
き
な
安
曇
野
で
自
然
や
暮
ら
し
の
魅
力

を
伝
え
、
つ
な
が
り
を
作
り
続
け
て
い
る
島

さ
ん
に
活
動
へ
の
思
い
や
今
後
の
希
望
を
聞

き
ま
し
た
。

広
が
り
続
け
る

良
さ
を
伝
え
る
活
動

生
ま
れ
育
っ
た
水
や
空
気
が
き
れ
い
な

安
曇
野
と
そ
こ
に
暮
ら
す
家
族
や
友
人

へ
の
感
謝
︱
︱
。
こ
の
場
所
の
良
さ
を
伝

え
、
つ
な
が
り
を
つ
く
り
た
い
と
思
い

２
０
１
７
年
に
U
タ
ー
ン
。
幼
な
じ
み
と

一
緒
に
「
安
曇
野
の
良
さ
を
伝
え
隊
」
の
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設

し
、
安
曇
野
の
景
色
や
飲
食
店
な
ど
の
情
報

の
発
信
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
同
時
に
リ
ア
ル
で

も
安
曇
野
の
良
さ
に
気
づ
い
て
も
ら
う
き
っ

か
け
を
作
ろ
う
と
ク
ラ
フ
ト
作
家
や
お
菓
子

屋
さ
ん
な
ど
が
集
ま
る
マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト

「A
nd Place

」
を
初
開
催
し
ま
し
た
。
か

じ
か
の
里
公
園
で
開
い
た
１
回
目
か
ら
年
に

１
回
の
ペ
ー
ス
で
場
所
を
移
し
な
が
ら
続

け
て
い
ま
す
。
５
回
目
の
開
催
と
な
っ
た

２
０
２
３
年
に
は
１
０
０
店
舗
を
超
え
る
出

店
が
集
ま
り
、
最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

「A
nd Place

」
の
コ
ン
パ
ク
ト
版
の

「Little A
nd Place

」
や
観
光
協
会
と
共

催
の
「
あ
づ
み
野
て
ら
す
」
な
ど
出
店
者

と
来
場
者
が
つ
な
が
れ
る
場
に
な
る
よ
う

に
安
曇
野
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
い
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
な
安
曇
野
を
目
指
し
て

活
動
を
し
な
が
ら
ず
っ
と
考
え
て
い
た

「
も
っ
と
み
ん
な
が
つ
な
が
る
拠
点
を
作
り
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、KIIIYA café & 

hostel

を
２
０
１
９
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
移
住
を
悩
ん
で
い
る
人
が
こ
こ
に
訪
れ

た
こ
と
で
住
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
、
引
っ

越
し
た
ば
か
り
の
人
に
知
り
合
い
を
紹
介
し
た

り
と
常
にKIIIYA

が
こ
こ
に
あ
る
か
ら
こ
そ

で
き
て
い
る
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
今
ま
で
は
こ
のKIIIYA

を
軌
道
に

乗
せ
る
こ
と
に
必
死
で
し
た
が
、
最
近
は
少
し

ず
つ
理
想
に
向
か
っ
て
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

20
年
後
も
安
曇
野
が
ハ
ッ
ピ
ー
な
場
所
で
あ
る

た
め
に
今
で
き
る
こ
と
を
す
る
。
そ
れ
が
私
と

会
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

安
曇
野
に
は
、
穏
や
か
な
が
ら
も
地
域
を
良

く
し
た
い
と
熱
意
を
持
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
そ
ん
な
地
域
の
皆
さ
ん
と
関
わ
れ

る
こ
と
は
と
て
も
心
強
く
思
い
ま
す
。
今
後
も

企
画
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
皆
さ
ん

と
共
に
ま
だ
知
ら
な
い
こ
の
大
好
き
な
安
曇
野

の
魅
力
を
探
し
な
が
ら
、
思
い
描
く
20
年
後
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
向
か
っ
て
歩
き
続
け
て
い
き
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ル

株
式
会
社
安
曇
野
の
良
さ
を
伝
え
た
い
代
表
。

高
校
卒
業
後
上
京
し
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
業

界
で
働
い
た
の
ち
、26
歳
で
安
曇
野
に
U
タ
ー

ン
。イ
ベ
ン
ト
の
運
営
や
店
舗
の
経
営
を
通
じ

て
安
曇
野
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
て
い
る
。

島
友
理
奈
さ
ん
（
37
・
穂
高
柏
原
）

安
曇
野
の
魅
力
を
伝
え
、

つ
な
が
り
を
作
り
続
け
る

私たちの
安 曇 野 物 語
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神
谷

景
色
に
感
動
す
る
っ
て
、
実
は
あ
ま

り
な
い
こ
と
で
す
よ
ね
。

山
下

そ
う
。感
動
す
る
ん
で
す
よ
ね
。刻
々

と
変
わ
る
山
々
の
景
色
や
四
季
折
々
の
風

景
、
洗
濯
物
を
干
し
て
い
て
も
感
動
す
る
瞬

間
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

飯
島

犬
を
飼
っ
て
い
て
朝
晩
散
歩
す
る
ん

で
す
け
ど
、
散
歩
を
し
な
い
と
見
ら
れ
な
い

景
色
が
あ
る
ん
で
す
。
雲
海
が
見
え
た
時
に

は
、「
こ
れ
は
本
当
に
現
実
な
の
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
る
ほ
ど
感
動
し
ま
す
。
リ
ン
ゴ
の

成
長
を
見
て
い
く
の
も
楽
し
い
で
す
し
、
冬

に
葉
を
落
と
し
た
リ
ン
ゴ
の
木
が
ビ
シ
ッ
と

並
ん
で
い
る
様
子
も
美
し
い
で
す
。
緑
に
囲

ま
れ
た
環
境
の
中
で
暮
ら
せ
て
い
る
こ
と
に
、

日
々
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

神
谷

地
産
地
消
が
目
に
見
え
る
と
い
う
の

が
、
本
当
に
す
ご
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
か
ら
水
が
川
に
な
っ
て
流
れ
、
畑
で
作
物

が
育
ち
、
そ
れ
が
地
場
産
と
し
て
売
ら
れ
て

い
る
。
以
前
は
ス
ー
パ
ー
の
野
菜
が
ど
こ
か

ら
来
た
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
可
視
化
さ
れ

て
い
て
、
子
育
て
の
面
で
も
と
て
も
良
い
環

境
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

山
下

直
売
所
に
は
農
家
の
人
の
名
前
が
書

か
れ
た
野
菜
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
て
「
ど

ん
な
人
か
な
」
っ
て
考
え
た
り
す
る
の
も
楽

し
い
し
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
夏
野
菜
は
ご

近
所
さ
ん
が
届
け
て
く
れ
る
の
で
ほ
と
ん
ど

買
わ
な
い
で
す
ね
。

神
谷

近
所
の
人
が
、「
タ
ケ
ノ
コ
が
採
れ

た
か
ら
」
と
言
っ
て
持
っ
て
き
て
く
れ
る
ん

で
す
。
そ
う
い
う
経
験
は
今
ま
で
な
か
っ
た

の
で
、
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
よ
そ
者
を

受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
か
な
っ
て
移
住
前
は

不
安
で
し
た
が
、
む
し
ろ
歓
迎
し
て
い
た
だ

け
ま
し
た
。
近
所
の
人
と
話
し
た
時
に
「
自

分
も
こ
の
地
域
に
来
た
と
き
に
受
け
入
れ
て

も
ら
っ
た
か
ら
、
新
し
く
来
た
人
も
受
け
入

れ
た
い
」
と
聞
い
て
、
本
当
に
あ
り
が
た
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

飯
島

面
倒
見
が
い
い
人
が
多
い
で
す
よ

ね
。
今
年
の
１
月
に
地
元
の
婦
人
会
料
理
教

室
で
講
師
を
務
め
、
そ
ば
粉
の
ク
レ
ー
プ
を

作
り
ま
し
た
。
30
人
く
ら
い
参
加
し
て
く
↘

↙︎
だ
さ
り
、
教
え
る
の
が
大
変
で
し
た
が
と

て
も
楽
し
く
て
、
参
加
者
か
ら
「
久
し
ぶ
り

に
こ
ん
な
に
笑
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
え
ま

し
た
。
移
住
し
て
３
年
く
ら
い
な
ん
で
す
け

ど
、
こ
う
い
う
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
た

の
は
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
の
あ
と
、散
歩
中
に「
あ
の
時
は
楽
し
か
っ

た
よ
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
増

え
、
地
域
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
て
い
る
実

感
が
あ
り
、
す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。

山
下

そ
う
い
う
経
験
が
あ
る
と
地
元
の
一

員
に
な
れ
た
か
な
と
実
感
で
き
て
う
れ
し
い

よ
ね
。

神
谷

引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
の
と
き

は
、
周
り
の
人
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の

か
不
安
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

三
條

私
も
民
宿
の
経
営
を
通
じ
て
知
り

合
っ
た
地
元
の
人
が
す
ご
く
親
切
に
し
て
く

れ
て
「
こ
れ
も
食
べ
る
で
し
ょ
」
と
言
っ
て

食
べ
物
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
り
、
話
も
聞

い
て
も
ら
え
て
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

ま
た
、
現
在
行
っ
て
い
る
ガ
イ
ド
の
仕
事
は

移
住
者
が
経
営
し
て
い
る
の
で
移
住
者
同
士

で
助
け
合
え
る
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
も
実

感
し
て
い
ま
す
。

池
内

私
の
住
む
地
域
で
は
、
農
業
の
や
り

方
を
教
え
て
く
れ
る
人
や
、
作
物
を
分
け
て

く
れ
る
人
な
ど
、
す
ご
く
温
か
い
人
が
多
い

で
す
。
な
の
で
、
私
も
地
域
の
歴
史
や
、
こ

池内 康祐さん
（豊科高家・埼玉県出身）
2011 年移住。ガラス造形作
家・大学講師。自宅の作業場
で制作活動を行いながら、子
育てを楽しんでいる。

山下 美鈴さん
（穂高柏原・和歌山県出身）
2011 年移住。合同会社ベー
スキャンプ安曇野代表。
ライフワークとして移住相談
を行っている。

移
住
の
き
っ
か
け

山
下

初
め
て
安
曇
野
に
来
た
の
は
小
学
校

6
年
生
の
時
。
そ
の
時
泊
ま
っ
た
宿
の
展
望

大
浴
場
か
ら
見
た
北
ア
ル
プ
ス
の
美
し
さ

に
、子
ど
も
な
が
ら
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

ず
っ
と
安
曇
野
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
は
友
人
と
、
結
婚
後
は
夫
と
４

人
の
子
ど
も
た
ち
と
安
曇
野
や
そ
の
周
辺
を

何
度
も
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

「
移
住
も
あ
り
だ
ね
」
と
な
ん
と
な
く
安

曇
野
へ
の
移
住
を
考
え
始
め
て
い
た
時
、
建

築
家
の
夫
に
穂
高
に
住
ん
で
い
る
人
か
ら
仕

事
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
何
か
の

縁
だ
と
感
じ
土
地
探
し
を
始
め
ま
し
た
。
話

す
と
長
い
の
で
す
が
不
動
産
屋
さ
ん
、
現
場

監
督
さ
ん
な
ど
た
く
さ
ん
の
縁
の
お
か
げ
で

安
曇
野
暮
ら
し
を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

三
條

私
は
元
々
東
京
で
建
築
関
係
の
仕
事

に
就
い
て
い
た
ん
で
す
が
、
体
調
を
崩
し
て

し
ま
い
、
転
職
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
に
知
人
か
ら
「
安
曇
野
市
に
持
っ
て
い

る
家
を
売
ろ
う
か
と
思
っ
て
る
ん
だ
け
ど
使

わ
な
い
か
」
と
聞
か
れ
「
使
い
た
い
！
」
と

即
答
し
ま
し
た
。
以
前
か
ら
安
曇
野
に
は
何

度
か
訪
れ
て
い
て
、景
色
や
自
然
が
気
に
入
っ

て
い
た
こ
と
に
加
え
、
空
き
家
の
活
用
や
民

宿
経
営
に
も
関
心
が
あ
っ
た
の
で
、
移
住
を

決
断
し
ま
し
た
。
今
は
森
の
中
で
仕
事
し
て

い
て
、少
し
の
休
憩
時
間
で
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
、
心
の
豊
か
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

飯
島

私
は
長
年
、
飲
食
業
界
で
働
い
て
き

ま
し
た
が
、長
野
の
食
材
の
魅
力
に
引
か
れ
、

い
つ
か
移
住
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

仕
事
の
縁
で
、
ま
ず
は
東
京
に
近
い
軽
井
沢

へ
移
住
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
き
な
が
ら
、

「
人
生
あ
と
20
年
」
と
考
え
た
と
き
、夢
だ
っ

た
自
分
の
工
房
を
早
く
作
ろ
う
と
決
意
し
ま

し
た
。

そ
の
年
の
夏
に
安
曇
野
を
訪
れ
、
光
橋
か

ら
見
た
快
晴
の
景
色
に
「
何
こ
れ
⁉
」
と
思

う
ほ
ど
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
の
空

き
家
マ
ッ
チ
ン
グ
制
度
で
条
件
の
合
う
物
件

を
見
つ
け
、
す
ぐ
に
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

池
内

安
曇
野
ガ
ラ
ス
工
房
へ
就
職
し
た
こ

と
が
移
住
の
き
っ
か
け
で
し
た
。
ガ
ラ
ス
工

房
が
安
曇
野
に
あ
る
こ
と
は
以
前
か
ら
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、
初
め
て
大
学
の
研
修
旅
↘

↙︎
行
で
訪
れ
た
と
き
に
「
な
ん
て
き
れ
い
な

場
所
な
ん
だ
ろ
う
」
と
感
じ
ま
し
た
。
工
房

の
前
を
流
れ
る
川
に
は
き
れ
い
な
ト
ン
ボ
が

飛
ん
で
い
て
、
昆
虫
好
き
の
私
に
は
、
と
て

も
魅
力
的
な
景
色
で
し
た
。
そ
の
印
象
が
強

く
残
っ
て
い
て
、
卒
業
と
同
時
に
「
こ
こ
へ

行
く
し
か
な
い
」
と
決
意
し
、
現
在
に
至
り

ま
す
。
ま
た
、
今
の
住
ま
い
と
工
房
を
市
の

空
き
家
バ
ン
ク
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

神
谷

大
学
で
は
デ
ザ
イ
ン
系
を
専
攻
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術

祭
を
き
っ
か
け
に
、
初
め
て
観
光
で
安
曇
野

を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
あ
り
の
ま
ま
で
す

ご
く
い
い
環
境
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
移
住

前
は
愛
知
県
に
住
ん
で
い
て
、
奥
三
河
に
あ

る
豊
根
村
の
「
花
祭
」
と
い
う
鬼
の
姿
を
し

た
神
や
人
が
同
じ
舞
台
で
共
に
踊
る
お
祭
り

が
好
き
で
、
何
度
も
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
お
祭
り
に
漂
う
神
も
人
間
も
自
然
も
す
べ

て
が
「
対
等
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
と

て
も
好
き
で
し
た
。
安
曇
野
に
訪
れ
た
時
、

ま
さ
に
そ
の
「
対
等
」
が
日
常
の
暮
ら
し
の

中
に
息
づ
い
て
い
る
と
感
じ
、「
こ
こ
に
住

み
た
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

感
じ
た
「
安
曇
野
の
魅
力
」、

地
域
と
の
つ
な
が
り
。

山
下

や
っ
ぱ
り
一
番
は
景
色
と
お
い
し
い

水
と
農
産
物
。
そ
れ
と
聞
き
上
手
話
し
上
手

な
安
曇
野
の
皆
さ
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

移住者座談会
私たちの新しいふるさと安曇野
移住先として多くの人に選ばれている安曇野。この安曇野に移り住んだ皆さんに日々
の暮らしや仕事で感じている安曇野の魅力や地域の力を語ってもらいました。
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飯
島

自
分
の
工
房
を
構
え
て
か
ら
、
あ
り

が
た
い
こ
と
に
多
く
の
農
家
と
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
話
を
聞
く
と
、
規
格

外
の
農
産
物
は
安
く
売
る
か
、
加
工
し
て

ジ
ュ
ー
ス
に
す
る
し
か
な
い
と
い
う
現
状
が

あ
っ
て
、
そ
れ
を
商
品
に
す
る
仕
事
が
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
の

名
前
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
、
商
品
を
通
じ

て
農
家
の
存
在
や
思
い
も
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
、
新
し
い
販
売
方
法
の
形
を
つ
く
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
形
で
地

域
に
貢
献
し
、
自
分
な
り
に
恩
返
し
が
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
下

地
元
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
「
何
も
な

い
」
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
外
か
ら
見
れ

ば
た
く
さ
ん
の
す
て
き
な
魅
力
が
あ
る
。
私

が
安
曇
野
を
好
き
な
理
由
を
話
す
と
「
そ
ん

な
風
に
思
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
」
っ

て
言
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
な
の
で
移
住
者

も
ず
っ
と
住
ん
で
い
る
人
も
住
ん
で
い
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
街
で
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

地
元
の
人
や
移
住
を
検
討
し
て
い
る
人
へ

神
谷

移
住
し
た
い
人
へ
何
か
の
ヒ
ン
ト
に

な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
普
段
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
人
も
私

の
投
稿
を
見
て
改
め
て
こ
の
街
を
好
き
に
な
る

き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

池
内

周
り
の
人
に
本
当
に
よ
く
し
て
も

ら
っ
て
い
る
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
が
一
番

大
き
い
で
す
。

私
も
新
し
く
安
曇
野
へ
移
住
す
る
人
達
に

私
が
周
り
の
人
に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
恩

返
し
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

飯
島

全
力
で
安
曇
野
の
素
材
を
使
っ
て
商

品
を
作
り
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
移
住
す
る

皆
さ
ん
に
は
な
に
か
「
新
し
い
視
点
」
を

持
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
な
い
も

の
ば
か
り
に
目
が
向
い
て
し
ま
う
と
あ
れ
も

な
い
、
こ
れ
も
な
い
と
な
っ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、
目
先
を
変
え
て
地
元
に
あ
る
も
っ

と
い
い
も
の
を
探
す
と
か
、
都
会
に
あ
る
も

の
が
な
い
生
活
を
楽
し
め
る
と
い
う
視
点
を

持
っ
て
移
住
し
て
ほ
し
い
で
す
。

三
條

安
曇
野
の
魅
力
に
気
づ
い
て
な
い
け

ど
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
人
は
た
く
さ
ん
い

る
と
思
う
ん
で
す
。「
ま
ず
う
ち
の
民
宿
に

泊
ま
り
に
き
て
よ
」
と
お
す
す
め
し
た
い
↘

↙︎
で
す
。
泊
ま
っ
て
も
ら
え
た
ら
自
然
体
験

も
含
め
安
曇
野
の
魅
力
を
存
分
に
感
じ
て
も

ら
え
る
と
思
い
ま
す
。多
く
の
人
に
安
曇
野
の

良
さ
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

山
下

私
も
池
内
さ
ん
と
同
じ
で
地
域
の
皆

さ
ん
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
移
住
し
て
14
年
が
た
ち
、
少
し
は
地
域

の
人
に
な
れ
て
き
た
か
な
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
今
度
は
「
恩
送
り
」
と
い
う
形
で
そ
の

感
謝
を
お
返
し
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
は
移
住
相
談
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
地
元
の
人
に
教
え
て
も
ら
っ
た
地
域
や

天
候
の
こ
と
と
一
緒
に
自
分
の
経
験
も
相
談

者
に
し
っ
か
り
と
伝
え
て
安
曇
野
を
た
く
さ

ん
知
っ
て
も
ら
い
、も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
、

移
住
し
て
も
ら
え
る
。
そ
う
い
う
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

飯島 三香さん
（三郷小倉・神奈川県出身）
2022 年移住。Studio sambo

（洋菓子工房）を経営。
マルシェや卸、直売所で洋菓
子を販売。

れ
ま
で
地
域
の
人
が
守
り
続
け
て
き
た
こ
と

を
大
切
に
し
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
地
区
の
役
員
や
行
事
に
も
積
極
的
に

関
わ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
子
ど
も

が
生
ま
れ
て
か
ら
は
地
域
の
行
事
に
も
自
然

と
参
加
し
や
す
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

山
下

私
も
こ
れ
ま
で
地
域
の
役
員
を
い
ろ

い
ろ
と
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
会
合
や
行
事

に
参
加
す
る
と
関
西
弁
で
話
す
こ
と
か
ら

「
ど
こ
か
ら
来
た
の
？
」
と
い
う
話
題
に
な

り
、
そ
こ
か
ら
会
話
が
盛
り
上
が
る
こ
と
が

多
い
で
す
。

安
曇
野
の
未
来
、
今
後
や
り
た
い
こ
と

三
條

自
然
の
遊
び
方
を
知
ら
な
け
れ
ば
、

た
だ
の
森
や
風
景
に
し
か
見
え
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
地
元
の
人
に
は
い
つ
も
通
り
の

風
景
で
も
、
例
え
ば
釣
り
竿
を
１
本
持
っ
て

糸
を
垂
ら
せ
ば
魚
が
釣
れ
る
、
川
に
入
っ
て

安
全
に
遊
べ
る
方
法
が
あ
る—

—

。
そ
う
い

う
こ
と
を
知
ら
な
い
人
は
、
ま
だ
ま
だ
い
る

と
思
い
ま
す
。
私
が
行
っ
て
い
る
ガ
イ
ド
の

仕
事
は
、
そ
う
し
た
自
然
の
魅
力
を
伝
え
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

自
分
自
身
が
楽
し
ん
で
い
る
と
、
そ
の
魅

力
は
よ
り
多
く
の
人
に
伝
わ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
も
っ
と
ガ
イ
ド
の
人

が
い
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
教
え
る

側
と
聞
く
と
難
し
く
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
人
に
伝
え

ら
れ
る
人
は
も
う
ガ
イ
ド
に
な
っ
て
い
ま

す
。
池
内
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
作
物
の
作
り

方
を
教
え
て
く
れ
る
と
か
も
大
事
な
こ
と

で
、
や
っ
て
み
た
い
け
ど
誰
に
聞
い
た
ら
い

い
か
分
か
ら
な
い
人
は
い
る
と
思
う
ん
で

す
。
そ
う
い
う
人
が
地
元
の
ガ
イ
ド
に
な
っ

た
ら
安
曇
野
の
魅
力
を
伝
え
る
人
が
た
く
さ

ん
増
え
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い

て
、
今
後
は
そ
の
よ
う
な
仕
事
も
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

池
内

実
は
安
曇
野
に
は
変
わ
ら
な
い
で
ほ

し
い
な
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の

行
事
や
伝
統
を
、
自
分
自
身
も
大
切
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
安
曇
野
に
住

ん
で
10
年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、今
で
も「
住

ま
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
い
う
感
覚
が

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
地
元
の
人
が
大
切

に
し
て
き
た
も
の
を
、
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
↘

神
谷

安
曇
野
は
山
と
田
ん
ぼ
、
そ
し
て
水

が
本
当
に
美
し
い
場
所
で
、
こ
う
い
う
土
地

は
探
し
て
も
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
で
す
が
、
県
外
の
友
達
に
「
安
曇

野
で
お
す
す
め
の
観
光
地
は
ど
こ
」
っ
て
聞

か
れ
る
と
、「
安
曇
野
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら

え
る
場
所
っ
て
ど
こ
を
紹
介
し
よ
う
か
」
と

考
え
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で

も
、
そ
れ
く
ら
い
自
然
や
雰
囲
気
そ
の
も
の

が
魅
力
な
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
口
が
減

り
ゆ
く
今
の
社
会
で
何
も
し
な
け
れ
ば
地
域

は
少
し
ず
つ
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。
大
好

き
な
こ
の
場
所
の
自
然
や
文
化
、
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
も
安
曇
野
の
魅
力
を
生
か
し
な

が
ら
良
い
方
向
へ
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
の
一
員
と
し

て
魅
力
を
守
り
、
伝
え
て
い
け
る
よ
う
な
お

店
を
近
い
将
来
開
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

神谷 朱莉さん
（豊科・愛知県出身）
2025 年移住。合同会社ふく
ろう経営デザイン室を夫婦で
経営。SNS で安曇野暮らし
を「安曇野 1 年生のあかりん」
として全国へ発信している。

三條 桜芽さん
（穂高有明・東京都出身）
2024 年移住。株式会社 Pack 
Vacation 代表。
民宿を経営しながら自然体験
ガイドも行っている。



20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、
同
時
に
安
曇
野
の
未
来
に
向
け
た

新
た
な
出
発
点
と
も
な
る
本
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
む
記
念
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
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8月23 日 信州安曇野薪能

創作能・犀龍小太郎　安曇野の夜に舞う
13 年ぶりにスペクタクル能を上演　かがり火と共に未来を照らす。

―
―
松
本
盆
地
は
か
つ
て
大
き
な
湖
で
し

た
。
人
間
の
子
と
し
て
育
て
ら
れ
た
犀
龍
と

白
龍
王
の
子
・
小
太
郎
。
成
長
し
た
小
太
郎

は
、
母
・
犀
龍
と
再
会
し
背
に
乗
り
山
を
突

き
破
り
湖
の
水
を
日
本
海
へ
流
し
、
人
々
が

暮
ら
せ
る
平
野
を
拓
き
ま
し
た
―
―
。

夏
の
夜
、
揺
れ
る
か
が
り
火
に
照
ら
さ
れ

な
が
ら
、
信
州
安
曇
野
薪
能
で
「
犀
龍
小
太

郎
」
が
平
成
24
年
以
来
13
年
ぶ
り
に
上
演
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
能
楽
師
で
名
誉
市

民
の
故
青
木
祥
二
郎
さ
ん
の
長
男
・
青
木
道

喜
さ
ん
が
平
成
12
年
に
薪
能
10
周
年
の
記
念

と
し
て
創
作
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
。
初
上
演
か

ら
17
年
の
時
を
超
え
て
、
市
制
施
行
20
周
年

の
節
目
に
郷
土
の
民
話
を
原
作
に
し
た
作
品

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
主
役
の
犀
龍
小
太
郎
を
務
め
た
の

は
青
木
道
喜
さ
ん
の
長
男
・
真
由
人
さ
ん
。

「
今
ま
で
は
、
父
や
先
輩
方
が
演
じ
る
能
を

支
え
る
立
場
で
し
た
が
、
今
回
こ
の
作
品
で

初
め
て
役
を
演
じ
ま
し
た
。
父
が
作
っ
た
こ

の
作
品
で
主
役
を
演
じ
る
こ
と
は
感
慨
深
い

気
持
ち
と
同
時
に
、
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
な
演
技

も
求
め
ら
れ
る
の
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
地
元
で
愛
さ
れ
て
い
る
伝
説
を
元
に
し

た
作
品
を
通
じ
て
『
能
っ
て
こ
ん
な
に
楽
し

い
ん
だ
』
と
少
し
で
も
感
じ
て
ら
え
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。
本
年
、
安
曇
野
市
は
20
周
年

を
迎
え
ま
す
が
、
私
も
20
歳
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
時
間
を
過
ご
し
、
成
長

し
て
き
た
安
曇
野
で
今
後
も
自
分
ら
し
く
、

皆
さ
ん
を
う
な
ら
せ
る
演
技
が
で
き
る
よ
う

に
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
真
由
人
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

信
州
安
曇
野
薪
能
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
日
は
、会
場
設
営
や
駐
車
場
案
内
、

受
付
な
ど
に
汗
を
流
す
地
域
の
皆
さ
ん
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

20
周
年
の
節
目
に
「
文
化
の
継
承
と
地
域

を
支
え
る
力
」
が
融
合
し
た
舞
台
で
夜
空
に

舞
う
小
太
郎
の
姿
が
安
曇
野
の
未
来
を
静
か

に
照
ら
し
ま
し
た
。

〽
こ
れ
ハ
昔
々
の
物
語
じ
ゃ

こ
の
平
野
で
皆
が

平
和
に
暮
ら
せ
る
の
も

犀
龍
小
太
郎
の

御
蔭
な
の
じ
ゃ

そ
ろ
そ
ろ
わ
し
ハ

長
峰
山
に
戻
ろ
う

合
併
後
間
も
な
い
頃
、
５
町
村
の
垣
根
を

取
り
払
い
安
曇
野
市
を
一
つ
に
す
る
き
っ
か

け
と
し
て
、「
安
曇
野
は
、
ひ
と
つ
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
た
安
曇
野
花
火
。
合
併
前
は

多
く
の
地
域
で
花
火
大
会
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
行
っ
て

い
た
イ
ベ
ン
ト
な
ら
協
力
し
合
え
る
の
で
は
」

と
企
画
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

初
代
実
行
委
員
長
の
会
田
さ
ん
は
、「
毎

日
の
よ
う
に
打
ち
上
げ
場
所
へ
行
き
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
協
力
を
依
頼
し
た
。
が
む
し
ゃ

ら
に
奮
闘
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
た
帰
り
際
、
感
動
の
涙

を
流
す
人
や
握
手
を
し
て
く
れ
る
お
客
さ
ん

の
姿
が
、
会
田
さ
ん
と
実
行
委
員
の
原
動
力

と
な
り
、
18
回
の
歴
史
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
宮
下
さ
ん
が
実
行
委
員
長
を
務

め
、「
安
曇
野
花
火
に
込
め
ら
れ
た
多
く
の
皆

さ
ん
の
気
持
ち
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
背
負
っ

て
毎
年
準
備
し
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

そ
し
て
今
年
、
安
曇
野
市
制
施
行
20
周
年

の
節
目
を
迎
え
た
本
大
会
の
テ
ー
マ
は
第
１

回
と
同
じ
「
安
曇
野
は
、
ひ
と
つ
」。
同
大
会

の
た
め
に
花
火
を
作
り
続
け
て
い
る
有
限
会

社
伊
那
火
工
堀
内
煙
火
店
の
村
上
淳
さ
ん
は

「
毎
年
大
会
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
う
よ
う
に
、
非

日
常
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
丁
寧
に
作
り
上
げ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、

一
つ
一
つ
心
を
込
め
て
４
０
０
０
発
の
花
火

を
作
る
様
子
を
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
飯

島
町
の
中
田
切
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
堀
内
煙

火
店
の
工
場
。
こ
こ
か
ら
安
曇
野
の
夏
を
彩

る
花
火
が
多
く
の
職
人
の
手
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
絆
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々
の
誇

り
、
そ
し
て
、
花
火
師
の
思
い
を
乗
せ
た
ア

ニ
バ
ー
サ
リ
ー
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
打
ち
上
げ

ら
れ
た
第
18
回
安
曇
野
花
火
。「
地
域
に
足
を

運
ぶ
こ
と
」
を
大
切
に
続
け
ら
れ
、
今
で
は

地
域
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
と
と
も
に
歴
史

を
未
来
に
つ
な
い
で
い
ま
す
。

会
田
惠
司
さ
ん（
右
）

地
元
の
皆
さ
ん
や
企
業

の
皆
さ
ん
の
協
力
と
お

客
さ
ん
の
喜
ん
で
い
る

姿
が
あ
っ
た
か
ら
今
が

あ
り
ま
す
。

宮
下
雅
士
さ
ん（
左
）

第
１
回
か
ら
の
積
み

重
ね
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
が
あ
っ
て
、
安
心

し
て
開
催
で
き
ま
す
。 打ち上げの合図をする村上さん

 8月14日 安曇野花火

これからも受け継がれる思い「安曇野は、ひとつ」
安曇野の夏の風物詩「第18回安曇野花火」が本年も盆の夜空を彩りました。

開演前にほほ笑む
青木 道喜さん（左）と真由人さん（右）
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戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
へ

80
年
つ
な
ぐ
平
和
の
バ
ト
ン

研
成
義
塾
ゆ
か
り
の
オ
ル
ガ
ン
と
歌
の
コ

ン
サ
ー
ト（
井
口
喜
源
治
記
念
館
主
催
）が
穂

高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
で
開
か

れ
、
訪
れ
た
約
１
７
０
人
が
柔
ら
か
な
音
色

に
聞
き
入
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
し

た
の
は
、
井
口
喜
源
治
の
活
動
を
夫
・
愛
蔵

と
共
に
支
援
し
た
相
馬
黒
光
が
嫁
入
り
道
具

と
し
て
持
参
し
、
そ
の
後
研
成
義
塾
に
寄
贈

さ
れ
た
足
踏
み
式
オ
ル
ガ
ン
。
製
造
か
ら

１
３
０
年
以
上
が
経
ち
音
が
出
な
い
状
態
で

し
た
が
、
数
年
前
に
修
復
さ
れ
音
色
が
復
活

し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
オ
ル
ガ
ン
奏
者
の
杉

本
周
介
さ
ん
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
原
謡
子
さ

ん
、安
曇
野
混
声
合
唱
団
が
「
仰
げ
ば
尊
し
」

「
早
春
賦
」
な
ど
を
披
露
。
観
客
と
市
歌
を

歌
う
場
面
も
あ
り
、
会
場
は
一
体
感
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
中
村
寛
治
さ
ん（
78
・

池
田
町
）は
「
小
学
校
で
弾
い
た
オ
ル
ガ
ン

の
音
が
懐
か
し
い
。
優
し
い
音
色
と
透
き

通
っ
た
歌
声
に
感
動
し
た
」。
合
唱
団
長
の

野
本
貞
子
さ
ん（
77
・
穂
高
有
明
）は
「
音
色

が
素
晴
ら
し
く
、共
に
歌
え
た
こ
と
に
感
謝
。

来
年
は
合
唱
団
も
創
立
20
年
。
こ
れ
か
ら
も

安
曇
野
で
歌
声
を
響
か
せ
た
い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

黒
光
が
愛
し
た
オ
ル
ガ
ン

時
代
を
超
え
て
響
く
音
色

市
制
施
行
20
周
年
と
戦
後
80
周
年
を
記
念

す
る
安
曇
野
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
（
実
行
委
員

会
主
催
）が
豊
科
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
加
藤
登
紀
子

さ
ん
が
ホ
ー
ル
を
埋
め
た
約
７
０
０
人
に
平

和
へ
の
祈
り
を
込
め
た
歌
を
届
け
ま
し
た
。

曲
の
合
間
に
加
藤
さ
ん
は
自
身
の
生
い
立
ち

に
触
れ
、「
日
本
は
戦
争
が
終
わ
っ
た
時
に

二
度
と
戦
争
を
し
な
い
憲
法
を
持
つ
国
と
な

り
、
平
和
の
バ
ト
ン
を
80
年
守
っ
て
こ
ら
れ

た
。
こ
れ
か
ら
も
美
し
い
星
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
語
り
、
全
20
曲
を
熱
唱
し

ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
の
フ
ァ
ン
だ
と
い
う
財
津
喜
代

子
さ
ん（
81
）は
「
加
藤
さ
ん
の
歌
は
共
感
で

き
る
こ
と
が
多
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
世
界

で
平
和
が
お
び
や
か
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が

多
く
て
心
配
。
母
が
話
し
て
く
れ
た
戦
争
の

話
を
思
い
出
し
、
平
和
が
一
番
だ
と
改
め
て

感
じ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
ロ
ビ
ー
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

子
ど
も
達
が
描
い
た
原
画
パ
ネ
ル
も
展
示
さ

れ
、
来
場
者
は
真
剣
な
表
情
で
見
入
り
、
平

和
の
尊
さ
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

七
日
市
場
の
歴
史
を
学
ぶ
会
と
同
地
区
公

民
館
が
制
作
し
た
同
区
の
歴
史
や
文
化
、
自

然
を
伝
え
る
「
七
日
市
場
か
る
た
」
５
０
０

セ
ッ
ト
が
市
制
施
行
20
周
年
に
合
わ
せ
て
完

成
し
、
区
内
全
戸
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
か
る

た
が
気
軽
に
地
域
を
知
る
機
会
に
な
る
こ
と

を
願
い
、
令
和
５
年
か
ら
本
格
的
に
制
作
を

開
始
。
句
を
作
る
た
め
地
域
学
習
の
勉
強

会
を
開
き
、
回
覧
板
で
も
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
祭
り
や
ケ
ヤ
キ
の
木
な
ど
を
題
材
に
し

た
１
３
０
句
が
32
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

同
会
と
公
民
館
の
関
係
者
が
そ
の
中
か
ら
44

句
を
選
定
。
取
り
札
に
は
句
に
ち
な
ん
だ
写

真
、
裏
面
に
は
紹
介
文
を
載
せ
る
な
ど
工
夫

し
ま
し
た
。
同
会
前
会
長
の
曽
根
原
孝
和
さ

ん（
89
）は
「
思
い
の
詰
ま
っ
た
作
品
ば
か
り

で
選
定
に
は
苦
労
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
と

作
り
上
げ
た
か
る
た
が
、
歴
史
や
環
境
を
知

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
、

同
区
公
民
館
長
の
望
月
武
志
さ
ん（
60
）も

「
11
月
に
は
完
成
を
祝
う
か
る
た
大
会
を
予
定

し
て
い
る
。
将
来
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ

て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

地
域
の
魅
力

か
る
た
に
込
め
て
受
け
継
ぐ

田
淵
行
男
の
業
績
を
後
世
に
残
し
、山
岳
・

自
然
写
真
の
新
人
発
掘
を
行
う
写
真
賞
の
表

彰
式
と
記
念
講
演
会
が
穂
高
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
「
み
ら
い
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。
９
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、
全
国
か
ら

70
人
・
97
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

豪
雪
地
帯
の
自
然
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
を

撮
影
し
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
が
評
価
さ
れ
田
淵

行
男
賞
を
受
賞
し
た
中
野
陽
介
さ
ん（
38
・
福

島
県
只
見
町
）は
表
彰
式
で
「
受
賞
は
大
き

な
励
み
と
な
っ
た
。
支
え
て
く
れ
た
家
族
に

感
謝
し
た
い
」
と
話
し
、
受
賞
を
喜
び
ま
し

た
。ま
た
、今
回
は
新
た
な
試
み
と
し
て
ジ
ュ

ニ
ア
の
部
を
創
設
。
野
鳥
が
昆
虫
を
食
べ
る

瞬
間
を
と
ら
え
た
作
品
で
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
・

安
曇
野
市
長
賞
を
受
賞
し
た
矢
花
沙
織
さ
ん

（
15
・
明
科
七
貴
）は
「
受
賞
は
信
じ
ら
れ
な

い
気
持
ち
。
今
後
は
風
景
写
真
に
も
挑
戦
し

た
い
」
と
意
欲
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
記
念
講
演
で
は
、
選
考
委
員
長

の
飯
沢
耕
太
郎
さ
ん
が
山
岳
写
真
か
ら
見
え

る
田
淵
が
実
践
し
た
自
然
と
の
向
き
合
い
方

を
解
説
。
参
加
者
は
生
誕
１
２
０
年
と
な
る

田
淵
の
情
熱
に
思
い
を
巡
ら
せ
、
講
演
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

偉
大
な
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
を
追
っ
て

生
ま
れ
る
新
た
な
可
能
性

５
月
18
日
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
加
藤
登
紀
子for peace

80
億
の
祈
り

６
月
14
日

安
曇
野
に
息
づ
く
音
楽
の
調
べ
コ
ン
サ
ー
ト

区
民
が
地
域
の
魅
力
を
よ
み
つ
く
る
七
日
市
場
か
る
た

８
月
10
日

第
７
回
田
淵
行
男
賞
写
真
作
品
公
募

表
彰
式
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自
ら
考
え
・
行
動
す
る

安
曇
野
が
掲
げ
る
教
育
理
念
で
目
指
す
全
国
聖
覇

曽
山
加
奈
子
さ
ん
（
38
・
三
郷
明
盛
出
身
）

元
サ
ッ
カ
ー
女
子
日
本
代
表
Ｇ
Ｋ
。
聖
和
学
園

高
等
学
校（
仙
台
市
）・
秋
田
大
学
へ
と
進
学
し
、

２
０
１
０
年
に
日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ
に
加
入
。

２
０
１
６
年
に
引
退
後
、
聖
和
学
園
高
等
学
校

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
監
督
を
務
め
て
い
る
。

兄
の
試
合
の
応
援
に
行
っ
た
際
、急
き
ょ

出
場
し
て
点
も
取
ら
せ
て
も
ら
え
た
こ
と

が
、
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け
で

す
。
小
中
学
校
で
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
競
技
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
長
野
ト
レ
セ
ン
で
一
緒
だ
っ
た
先
輩

が
聖
和
学
園
高
校
に
進
学
し
た
こ
と
を
知

り
、
サ
ッ
カ
ー
中
心
の
生
活
が
で
き
る
環

境
に
魅
力
を
感
じ
、
両
親
を
説
得
し
て
進

学
。
そ
こ
で
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
に
転
向
し

フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
の
連
携
を
深

め
る
た
め
、
意
思
疎
通
を
必
死
に
考
え
努

力
し
ま
し
た
。自
分
の
指
示
で
複
数
の
デ
ィ

フ
ェ
ン
ダ
ー
を
動
か
し
、
シ
ュ
ー
ト
コ
ー

ス
を
限
定
し
セ
ー
ブ
す
る
。
そ
の
時
々
の

状
況
に
応
じ
て
、
選
手
の
特
性
な
ど
多
く

の
情
報
を
瞬
時
に
判
断
し
伝
え
る
力
が
身

に
つ
い
た
の
は
大
き
な
財
産
で
す
。

現
在
は
監
督
と
し
て
母
校
の
指
導
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

サ
ッ
カ
ー
に
限
ら
ず
、そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー

ジ
で
活
躍
で
き
る
人
を
育
て
る
こ
と
。
自

分
で
考
え
、
行
動
で
き
る
力
を
養
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
中
学
時
代
に
親

身
に
接
し
、
き
つ
く
て
も
や
り
切
る
姿
勢

を
教
え
て
く
れ
た
指
導
者
た
ち
の
姿
を
今

の
自
分
に
重
ね
な
が
ら
、
全
国
制
覇
を
目

指
す
チ
ー
ム
作
り
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

全国で夢をかなえる 安曇野人

INTERVIEW
全国で夢をかなえる 安曇野人

INTERVIEW

1 子
ど
も
の
頃
に
安
曇
野
で
感
じ
た
ア
ナ
ロ
グ
な
感
性

作
品
と
人
の
つ
な
が
り
を
作
る

ら
し
さ
を
磨
き
目
指
す
は
Ｍ-

１
優
勝

い
つ
か
安
曇
野
で
生
の
笑
い
を
届
け
た
い

太
田

貴
寛
さ
ん
（
36
・
穂
高
出
身
）

村
田

優
斗
さ
ん
（
32
・
豊
科
高
家
出
身
）

株
式
会
社KASSEN

 C
EO

・VFX

ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
。BU

M
P O

F C
H

IC
KEN

「
な
な

い
ろ
」M

V

、
映
画
「
約
束
の
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
」

に
携
わ
る
。
来
年
公
開
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
の
制
作
に
ま
い
進
中
。

芸
歴
８
年
。
東
京N

SC

23
期
。
自
分
に
な
い

も
の
が
全
部
あ
る
和
泉
さ
ん
と
世
界
ク
ジ
ラ
を

結
成
し
４
年
目
。
同
期
は
令
和
ロ
マ
ン
。
安
曇

野
で
の
思
い
出
は
中
学
時
代
に
男
女
で
行
っ
た

あ
づ
み
野
祭
り
。

田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
、
月
に
１
回
安

曇
野
に
帰
省
し
た
際
の
自
然
の
中
で
の
生

活
や
親
戚
の
集
ま
り
︱
︱
。
そ
の
体
験
が

今
の
ア
イ
デ
ア
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
何
か
を
作
る
の
が

好
き
で
、
映
画
監
督
を
目
指
し
て
大
学
へ

進
学
。
卒
業
制
作
で
は
、
子
ど
も
の
頃
に

過
ご
し
た
安
曇
野
を
舞
台
に
作
品
を
作
り

ま
し
た
。
当
時
、
母
の
実
家
に
集
ま
る
親

戚
や
近
所
の
人
が
減
っ
て
き
て
い
た
た

め
、
思
い
出
の
家
を
残
し
た
い
と
い
う
思

い
を
込
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
手
に
職
を

つ
け
た
い
と
Ｖ
Ｆ
Ｘ
の
道
へ
。

現
在
は
会
社
の
代
表
を
務
め
、
創
業
５

年
目
。
社
員
約
90
人
と
共
に
Ｃ
Ｍ
や
映

画
、
配
信
動
画
な
ど
を
年
間
約
３
０
０

本
企
画
・
制
作
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

ア
イ
デ
ア
を
試

し
な
が
ら
一
つ

の
も
の
を
作
り

上
げ
る
こ
と
に

や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。

完
成
し
た
作
品

が
次
に
つ
な

が
る
こ
と
も
。

地
元
の
友
達
に
は
芸
人
を
や
っ
て
い
る

こ
と
を
言
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
小
学
生

の
頃
は
野
球
に
夢
中
で
し
た
。
中
学
で
一

度
や
め
た
野
球
を
高
校
で
再
開
し
よ
う
か

迷
っ
て
い
た
時
、テ
レ
ビ
で
見
た
「
め
ち
ゃ

イ
ケ
」
が
芸
人
を
志
す
き
っ
か
け
に
。
当

時
か
ら
ク
ラ
ス
で
は
、
い
じ
ら
れ
た
り
面

白
い
こ
と
を
言
う
存
在
で「
い
つ
か
テ
レ

ビ
で
会
い
ま
し
ょ
う
」と
冗
談
を
言
っ
て

い
ま
し
た
。

東
京
の
大
学
に
進
学
し
、
お
笑
い
サ
ー

ク
ル
を
見
学
。
現
在
も
活
躍
す
る
芸
人
仲

間
の
面
白
さ
に
圧
倒
さ
れ
、「
大
学
生
で

こ
ん
な
に
面
白
い
人
が
い
る
の
か
！
」と

自
信
を
な
く
し
、
卒
業
後
は
不
動
産
会
社

に
就
職
。
そ
れ
で
も
芸
人
の
夢
を
あ
き
ら

最
近
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
作
品
を
発
表
し
て
い

る
人
と
一
緒
に
制
作
す
る
機
会
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
将
来
は
、
東
京
の
ス
タ
ジ
オ

や
全
国
の
制
作
者
を
つ
な
ぎ
、
地
方
で
も

働
き
や
す
く
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
事
務
所
を

作
る
の
が
夢
で
す
。
そ
れ
が
安
曇
野
で
出

来
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。
川
の
せ
せ
ら

ぎ
や
季
節
の
移
ろ
い
。
デ
ジ
タ
ル
な
仕
事

だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
の
頃
に
安
曇
野
で

培
っ
た
ア
ナ
ロ
グ
な
感
性
や
つ
な
が
り
を

大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
作
品
づ
く
り
に
向

き
合
っ
て
い
き
ま
す
。

※VFX

:Visual Eff ects

の
略
。
主
にCG

を
用

い
て
現
実
に
は
存
在
し
な
い
も
の
を
映
像
に
合

成
し
た
り
、
既
存
の
映
像
を
加
工
し
た
り
す
る

技
術
。

め
き
れ
ず
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
吉
本
総
合
芸
術
学

院
へ
。
和
泉
壮
さ
ん
と
出
会
い
、
４
年

前
に「
世
界
ク
ジ
ラ
」を
結
成
し
ま
し
た
。

現
在
は
月
20
回
ほ
ど
の
ラ
イ
ブ
や
動
画
配

信
に
向
け
、
ネ
タ
作
り
に
明
け
暮
れ
る

日
々
。
２
人
の
世
界
観
を
一
致
さ
せ
、
コ

ン
ビ
と
し
て
笑
っ
て
も
ら
え
る
ネ
タ
を
作

る
作
業
は
思
っ
た
以
上
に
大
変
で
す
が
、

最
近
は「
自
分
た
ち
ら
し
さ
」を
見
つ
け
る

こ
と
が
テ
ー
マ
。
そ
れ
が
Ｍ
―
１
優
勝
に

も
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
い
つ
か

安
曇
野
で
県
内
出
身
の
芸
人
と
イ
ベ
ン
ト

を
開
き
、
エ
ン
タ
メ
を
地
元
か
ら
発
信
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ
で
、

友
達
や
家
族
に
芸
人
の
自
分
を
見
て
も
ら

い
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
今
の
夢
で
す
。

全国で夢をかなえる 安曇野人
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1

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
込
め
て

安
曇
野
を
知
る
き
っ
か
け
を
作
り
続
け
る

徳
竹

舞
さ
ん
（
28
・
豊
科
出
身
）

東
京
でIP

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
関
係
の
仕
事
に
携
わ
り
、
本
年
９
月
に

Ｕ
タ
ー
ン
。
故
郷
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
思

い
「
つ
に
て
ん
て
ん
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
ア
ニ
メ
が
好
き
で
、

３
年
ほ
ど
前
か
ら
大
好
き
な
ふ
る
さ
と

安
曇
野
市
の
旧
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

持
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
り
た
い
と
思

い
企
画
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
、

安
曇
野
市
が
20
周
年
を
迎
え
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
あ
づ
み
の
全
力
応
援
ア
イ
ド
ル
ユ

ニ
ッ
ト
「
つ
に
て
ん
て
ん
」
を
作
り
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
し
ま
し
た
。
ず
っ
と

温
め
て
い
た
５
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定

を
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
依
頼
し
イ
ラ
ス

ト
化
。
つ
い
に
思
い
が
形
に
な
り
誕
生
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
穂
高
地
域

が
モ
デ
ル
の
「
穂
高
ま
ゆ
」
は
天
蚕
と
美

術
館
、「
豊
科
た
ま
き
」
は
特
産
の
タ
マ

ネ
ギ
が
モ
チ
ー
フ
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
好
き

と
い
う
設
定
。
そ
れ
ぞ
れ
の
容
姿
や
性
格

に
安
曇
野
の
皆
さ
ん
な
ら
き
っ
と
共
感
し

て
も
ら
え
る
特
徴
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
ア
イ
ド
ル
見
習
い
と

し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
し

た
が
、
10
月
１
日
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
と
共

に
正
式
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。
今
後
は
声
優

の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
彼
女
た

ち
の
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
安

曇
野
は
実
際
に
訪
れ
る
と
必
ず
好
き
に
な

り
ま
す
。
ま
だ
来
た
こ
と
の
な
い
皆
さ
ん

が
「
つ
に
て
ん
て
ん
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
楽
曲
を
き
っ
か
け
に
安
曇
野
を
知
り
、

い
ろ
い
ろ
な
入
り
口
か
ら
安
曇
野
を
訪
れ

る
き
っ
か
け
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
安
曇
野
に
訪
れ

る
観
光
客
や
移
住
者
が
増
え
、
市
か
ら
全

国
へ
彼
女
た
ち
と
安
曇
野
の
名
が
共
に
広

が
る
よ
う
に
今
後
も
活
動
を
続
け
ま
す
。

全国で夢をかなえる 安曇野人

INTERVIEW
全国で夢をかなえる 安曇野人

INTERVIEW
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

竹
内
美
夏
さ
ん（
右
）

フ
ル
シ
ュ
ラ
ル
ス
さ
ん（
左
）

外国籍市民相談窓口で手続きや暮らしの相談に
応じている竹内さんとラルスさんに話を聞きま
した。

さまざまな国籍の人と毎日のように接している
うちに、少し工夫すると日本語でも意思の疎通
ができるケースに多く出会いました。大きな声
でゆっくり話したり、専門的な言葉をやさしい
日本語に言い換えたりするだけで、伝わりやす
さは格段に上がります。
皆さんの周りにも外国籍市民の皆さんが暮らし
ていると思います。地域にどんな人が暮らして
いるのかを知り、話す機会があれば言葉を交わ
してみると新しい発見があるかもしれません。
何か特別なことはなくても話ができる人が近く
にいると心強いですし、それが地域の居心地の
良さにもつながっていくと思います。
地域で誰もが気軽に声を掛け合える環境を築
き、それぞれの違いや大切なことを尊重し合え
る輪が広がっていく未来を皆さんと一緒に作っ
ていけたらうれしいです。

外国籍市民相談窓口の充実
市役所１階に英語・中国語・ポルトガル語で相談で
きる窓口を令和５年 7月から設置しています。母
国とは文化や習慣が違う安曇野で外国籍市民の皆さ
んが安心して生活できるように、暮らしの困りごと
や手続きを相談できます。

インクルーシブ遊具を公園に設置
年齢や能力、障がいの有無などに関わらず、誰もが一
緒に楽しめるように設計された遊具を豊科南部総合
公園、防災広場、かじかの里公園に設置しています。

リモートワークで多様な働き方を推進
育児や介護と仕事を両立したい人などライフスタイ
ルに合った働き方の支援と企業への業務切り出し支
援などを行っています。多様な働き方を推進し自分の
得意分野を生かした働き方で持続可能な安曇野市を
目指しています。

市
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
「
多
様

性
を
尊
重
し
合
う
共
生
社
会
づ
く
り
計

画
」
を
策
定
し
、年
齢
や
性
別
、国
籍
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ

て
の
人
が
お
互
い
を
認
め
合
い
、
活
躍

で
き
る
安
曇
野
市
を
目
指
し
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

外
国
籍
市
民
に
向
け
て
は
、
英
語
・
中

国
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
話
せ
る
職
員
が

生
活
相
談
に
応
じ
る
外
国
籍
市
民
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
て
20
の
言
語
に
対
応
で
き
る
「
見

え
る
通
訳
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
誰
も
が
働
き
や
す
く
、
安
心

①

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
合
理
的
配
慮

の
推
進
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
女
性
が
家
庭
と
仕
事
を
両

立
し
な
が
ら
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、

子
育
て
支
援
の
充
実
や
職
場
環
境
の
整

備
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
支
援
な
ど
を
進

め
て
い
ま
す
。

近
く
に
暮
ら
す
人
の
姿
に
目
を
向
け

る
と
き
っ
と
そ
の
人
の
輝
い
て
い
る
と

こ
ろ
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。
多
様
な

人
が
互
い
に
理
解
し
、
支
え
合
い
な
が

ら
暮
ら
せ
る
ま
ち
。
そ
れ
が
安
曇
野
市

の
目
指
す
未
来
で
す
。

外国籍市民の活動を広める　あづみの国際 DAY ！
「世界にやさしい安曇野へ」をスローガンにステージ発表やブース展示などで、
いろいろな国や地域の文化・習慣等を知れるイベント。本年は 10月に共生社
会×文化芸術フェスタとして開催。

私たちの暮らしが
安曇野を作り続ける
そして20年先へ

私たちの今の暮らしがつづる
物語。それを磨き続けること
がきっと未来の安曇野につな
がっていきます。安曇野市は
皆 さ ん と 一 緒 に こ れ か ら も
ずっと物語を作り続けます。

誰
も
が
輝
け
る

共
生
社
会
へ

＜＜＜

世界を知ろう「オランダ編」で母国を語るラルスさん
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里山からつながる安曇野共生プロジェクト
経済、社会、環境の３側面の好循環を生むモデル事業の
中核を担う、里山再生活動「さとぷろ。」。４つのプロジェ
クトのもと里山で楽しむイベントの企画・運営など、里
山との関りを深める活動をしています。安曇野の里山に
多くの人が集い、楽しみ学ぶ、保全するなどの体験から
安曇野の里山に携わるきっかけづくりや体制整備を進め
ています。

環境
ニホンザル追い払い隊に
よる野生鳥獣との共存
西山山麓のサルによる被害を
食い止めるため「ニホンザル
追い払い隊」を組織し野生鳥
獣との共存を図っています。
これによりずっと守るべき田
園風景や山の保全につながり
人と自然が共生できる安曇野
を作ります。

安
曇
野
市
は
、
国
連
が
掲
げ
たSD

G
s

達
成
に
向
け
て
地
域
の
特
色
や
強
み
を
生
か

し
、
積
極
的
に
取
り
組
む
自
治
体
と
し
て
昨

年
、
国
か
ら「SD

G
s

未
来
都
市
」に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
里
山
再
生
計
画（
さ

と
ぷ
ろ
。）を
中
心
と
し
た「
里
山
か
ら
つ
な

が
る
安
曇
野
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
ダ
ブ
ル
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
２
０
２
４
年
～
２
０
２
６
年
ま

で
の
取
り
組
み
と
し
て
、SD

G
s

未
来
都
市

計
画
を
策
定
し
、
豊
か
な
自
然
や
継
承
さ
れ

て
き
た
地
域
文
化
を
安
曇
野
な
ら
で
は
の
産

業
に
生
か
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い「
共
生
」と
い

う
視
点
を
持
ち
、
持
続
可
能
で
誰
も
が
幸
せ

に
ず
っ
と
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
の
今
の
暮
ら
し
を
守
り
、
未
来
へ

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
20
周
年
の
節

目
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
さ
ら
に
20
年
先
そ
し

て
そ
の
先
も
幸
せ
で
暮
ら
し
て
行
け
る
よ
う

皆
さ
ん
と
共
に
歩
み
続
け
ま
す
。

②SD
G
s

未
来
都
市

経済

社会

東部アウトドア拠点の構築
明科地域の活性化を目的にアウトドアスポーツ
の拠点となる施設整備に向けて計画的に事業
を進めています。同時に前川周辺でカヌーや
ラフティングなどのスポーツに親しむイベン
トなども開催。にぎわいの創出がやがて地元
回帰、人口増加につながっていきます。

認定こども園で自然保育体験入園
安曇野へ移住を検討している人を対象に本年６月か
ら自然保育体験入園をスタート。安曇野ならではの
自然を生かした特色のある保育に加え園周辺の住民
との交流や地域の魅力を実際に感じることができま
す。安曇野への移住を増やすと共に未来を支える子
どもたちの感性を磨きます。

＜
＜
＜

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

三
宅
雅
也
さ
ん(

53
・
穂
高
有
明
）

ニホンザル追い払い隊やさとぷろ。サポーター
として、里山の保全活動などを行っている三宅
さんに思いを聞きました。

かなりの熱量で活動を重ねてきたことで、群れ
ごとの特徴や逃走ルートをほぼ把握できていま
す。緩急つけた追い方でサルの群れの意表を突く
フォーメーションを組み、点ではなく面で追うこ
とで逃走方向を制限するなど、戦略的な追い方で
想定どおりにサルを移動させることができるよ
うに。とは言え、野生動物との駆け引きに裏をか
かれることもありますが、そんな時、近所の皆さ
んの情報提供や「おつかれさま」「がんばって！」
などの声援がエネルギーとなっています。
また、さとぷろ。では、クマ回避を目的とした緩
衝帯づくりの樹木伐採に取り組んだことがありま
すが、山と里の境界を明確にすることは、野生動
物との共存で重要なこと。このような組織的な取
り組みに加え、人にとっては廃棄物でも、野生動
物にとっては魅力的なエサとなります。それらを
置かないなど、一人一人が小さな行動を実践する。
こうした積み重ねが、安曇野の自然と暮らしを守
る未来へとつながっていくと考えています。

ニホンザル追い払い隊の活動を行う三宅さん
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ス
ポ
ー
ツ
大
使
・
移
住
大
使

篠
原
信
一
さ
ん

ふ
る
さ
と
観
光
大
使

上
松
美
香
さ
ん

ふ
る
さ
と
観
光
大
使

株
式
会
社
中
村
屋
代
表
取
締
役
社
長

島
田
裕
之
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
大
使

有
森
裕
子
さ
ん

家族や友達。
そこから広がる輪を大切に暮らす。

家族や友達とのつながり。そこから広がる輪が
私のたからものです。その中でも家族の輪が一
番大切。そこから知り合いが増えて輪がもっと
広がっていきます。20 周年は安曇野の皆さんに
とっては一つの区切り。今後も何十年も安曇野
のいいところを見つけ続けて欲しいと思ってい
ます。私はここに住み始めてまだ数年。一年一年、
安曇野での「輪」を大切に思いやりを持ちながら、
学びつつ暮らしを楽しんでいきたいです。

篠原 寛行さん（61・堀金烏川）
たからもの「サザンオールスターズの
デビューアルバム」

降幡 好華さん（31・明科中川手）
たからもの「あづみのの自然と
こどもたち」

西村 淳子さん（42・三郷明盛）
たからもの「食の大切さに気付かせて
もらった炊飯土鍋」

尾澤 大輝さん ・凛音ちゃん
（11・1・明科七貴）
たからもの「家族との思い出」

日詰 恵里子さん（61・豊科）
たからもの「北アルプスと山小屋と
登山道」

梅田 有希さん（37・三郷小倉）
たからもの「今まで過ごしてきた時間」

渡部 日茉莉さん・翔陽くん・柚乃花さん
（12・5・8・穂高柏原）
たからもの「カブトムシ」

伊東 航太さん（16・豊科高家）
たからもの「田淵行男・著

『アシナガバチ』( サイン入り )」

安曇野のオオイヌノフグリのような音色
が奏でられるミニハープ。

指の病気をきっかけにリハビリで始めたこの楽
器と向き合っているとその音色から私の音楽の
原点は安曇野なんだと改めて気付かされました。
子どものころから安曇野で育ち、地元の人たち
に音楽を教えてもらったから今の私があります。
これからも音楽を通じて安曇野の皆さんに恩返
しをしていきたいと思います。

安曇野の風景・文化を大切に
つなぎ残したい。

創業者のふるさと安曇野と碌山美術館は当社とし
ても私個人としても後世に残していきたいたから
ものです。特に５月に訪れた際に見た碌山美術館
のツタと新緑の共演は忘れられません。安曇野に
は「のどか」という言葉だけでは表せられない魅
力があります。本年からコロナ禍で中断していた
安曇野での社員研修も再開し、皆さんとの交流の
密度を高めます。これからも食と美術と文化をつ
なぎ、安曇野の魅力を発信していきます。

どこまでも自然な子どもたちの笑顔は
世界共通のたからもの。

素直で無邪気な子どもたちの笑顔に元気をも
らいます。その笑顔は世界共通のたからもの。
自然があふれる気持ちのいいここ安曇野は、
時代が変わっても大切なものは残しつつ、新
しさも融合させている豊かさがあります。20
年経っても子どもたちの笑顔が変わらないよ
うに、安曇野らしさを表現し続けているのは、
この地を愛し大事にしてきた皆さんの力だと
感じています。

宮坂 健さん（11・堀金烏川）
たからもの「中信地区小学生陸上競技
大会 1000m 第 5 位の賞状」

丸山 清治さん（79・穂高）
たからもの「小説『安曇野』のルーツ、
白金地区」
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イラスト　守屋玲子さん　東京生まれ県内在住。
「芸術新潮」堀江敏幸エッセイ挿絵、新聞連載小説・ねじめ正一「むー
さんの背中」挿絵などを手掛ける。国内、海外での展示も多数。
安曇野では2022年にbellwood coff ee labにて個展「Present」を開催。




